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自分らしく生きていくために
　～男女共同参画社会を目指して～

題
字
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仁
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P３に関連記事



中央公民館
神埼市立図書館

監査事務局 ☎37　0109

市長公室

市長公室

〃

情報管理係 ☎44　2112

ダム対策課

ダム対策課分室

☎37　0103

☎53　2304

歴史文化推進室 ☎37　0153
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（平成28年１月末日現在）

●人　口　32,240人（対前月－13人）

　　　　   （男／ 15,440人　女／ 16,800人）
●世帯数　11,474世帯（対前月＋３世帯）

平日　８：30 ～ 17：15

　※毎週火曜日は、市民課窓口は19時まで受付。（本庁のみ）

国民健康保険税（10期）

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの15分番組

　毎月第３・４週

　８：30 ～、12：30 ～、17：45 ～、21：35 ～

・「ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼」ＦＭ佐賀 毎週水曜日　12：00 ～

　
１
月
24
日
に
横
武
地
区
の
乙
龍
神
社
で
、
百
手

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
は
、
１
年
間
の
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣

を
祈
る
行
事
で
す
。
千
代
田
町
境
原
の
若
宮
神
社

の
宮
司
に
よ
る
神
事
の
あ
と
、
外
の
広
場
に
置
か

れ
た
的
を
め
が
け
て
、
地
区
の
人
た
ち
が
手
作
り

の
弓
を
射
て
い
き
ま
す
。
大
的
に
当
た
る
と
「
今

年
は
良
い
こ
と
が
あ
る
」、
大
的
裏
の
鬼
と
書
か
れ

た
紙
が
落
ち
る
と
「
厄
払
い
」
が
出
来
る
、
紙
的

は
「
家
内
安
全
」、
菱
的
は
「
豊
作
に
な
る
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
寒
波
の
影
響
で
雪
の
中
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
矢
の
動

向
を
拍
手
や
歓
声
を
あ
げ
て
見
守
り
ま
し
た
。

　
こ
の
百
手
祭
は
、
市
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
の
表
紙

﹁
雪
舞
う
　
百
手
祭
﹂

３月11日（金）

 　 　18日（金）

 　 　26日（土）、27日（日）

 　 　20日（日）

 　 　29日（火）

市内中学校卒業式

市内小学校卒業式

休日窓口開庁

市制施行10周年記念式典

神埼市長旗全国選抜中学生剣道大会
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市
政
10
年
目
に
あ
た
り
課
題
を
考
え
る
⑫
／
夜
の

市
長
室 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

４

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に 

�⋮
⋮
⋮
⋮

６

さ
が
桜
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
６ 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

８

市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
／

「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
」
神
埼
市
で
の
開
催
決

定 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

10

子
ど
も
の
写
真
・
輝
い
て
い
る
人
大
募
集
／
ご
存

知
で
す
か
？
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度 

�⋮

11

休
日
窓
口
を
開
庁
し
ま
す
／
医
療
費
助
成
資
格
登

録
申
請
を
お
願
い
し
ま
す 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

12

国
民
健
康
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す 

�⋮
⋮

13

３
月
１
日
～
７
日
は
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
で
す

／
お
ゆ
ず
り
会 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

　
　
　
14

各
種
健
診
（
若
年
健
診
・
が
ん
検
診
）
の
申
込
方

法
が
変
わ
り
ま
す
／
平
成
28
年
度
神
埼
市
嘱
託
職

員
（
保
健
師
）
募
集 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

15

神
埼
市
防
災
メ
ー
ル
／
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

ま
し
ょ
う 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

16

廃
車
・
名
義
変
更
の
手
続
き
は
お
早
め
に
／
市
税

の
猶
予
制
度
が
見
直
さ
れ
ま
す
／
小
規
模
契
約
登

録
希
望
者
の
申
請
を
受
付
中
／
し
尿
汲
み
取
り
料

金
を
改
定
し
ま
す 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

17

農
地
の
賃
借
料
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
／
ア
ル

ミ
缶
回
収
デ
ー 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

18

市
が
設
置
・
管
理
す
る
「
市
設
置
型
」
浄
化
槽
整

備
事
業
の
お
知
ら
せ
／
三
谷
和
紙
の
資
料
を
探
し

て
い
ま
す 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

19

給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
／
子
育
て
に
関
す
る
ペ
ー

ジ
を
新
設 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

20

青
少
年
育
成
だ
よ
り 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

21

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

22

物
産
館
情
報
／
水
車
の
里
遊
学
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／

お
む
す
び
チ
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ 

�⋮
⋮
⋮

23

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
イ
ム
／
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
行
事

予
定
表 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

24

図
書
館
だ
よ
り 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

25

健
康
コ
ラ
ム
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
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26

こ
ど
も
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
／
日
曜
祝
日
在
宅
当
番

医
／
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

 

�⋮
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⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
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情
報
板 
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⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
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相
談 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

31

行
政
ト
ピ
ッ
ク
ス 
�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

32

ま
ち
の
話
題 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

34

Ｆ
Ｍ
佐
賀 

Ｍ
Ｙ 

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ 
神
埼 

�⋮
⋮
⋮
⋮

36

２
人
の
ふ
る
さ
と
神
埼 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

37

趣
味
あ
い
あ
い 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

38

吉
野
个
里
歴
史
公
園
か
ら
／
文
芸
コ
ー
ナ
ー

 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

39

神
埼
食
彩 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

40

神埼中学校３年

山﨑　瑛仁さん

作
者
コ
メ
ン
ト

　
今
年
度
最
後
の
「
神
埼
」
を
書
か
せ
て
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
で
、
自
分
の
力
を
充
分
に
出
し

き
っ
て
一
生
懸
命
書
き
ま
し
た
。
練
習
を
重
ね
、

今
自
分
が
書
け
る
一
番
の
出
来
の
作
品
が
完
成
し

ま
し
た
。

　
月
日
の
経
つ
の
も
早
い
も
の
で
、
も
う
私
も
卒

業
ま
で
残
り
数
日
と
な
り
ま
し
た
。
あ
と
少
し
の

ひ
と
時
を
今
ま
で
以
上
に
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

３ 

月
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市
政
10
年
目
に
お
け
る
市
の
課
題
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
の
新
年
の
あ
い

さ
つ
で
語
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の

各
事
項
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
毎
月
の

市
報
に
順
次
掲
載
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
３
月
を
も
っ
て
平
成
27
年
度
が
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
残
る
課
題
に
つ
い

て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
併
10
周
年
記
念
事
業

　

神
埼
市
は
山
間
地
域
、
山
麓
平
野
地

域
、
ク
リ
ー
ク
平
野
地
域
と
い
う
地
域

特
性
の
異
な
る
３
町
村
が
合
併
し
た
こ

と
か
ら
、
今
日
ま
で
地
域
の
特
性
を
活

か
し
な
が
ら
一
体
的
融
和
と
全
体
的
バ

ラ
ン
ス
展
開
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
地
域
間
問
題
は
あ
る
も

の
の
、
合
併
の
夢
実
現
に
向
け
た
市
民

の
皆
さ
ま
の
市
政
運
営
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
、
ご
尽
力
に
よ
っ
て
神
埼

市
政
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
全
市
民
が
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
と
し
て
の
10
年
の
歩
み
を
残
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
10
周
年
を
祝
い
、

感
謝
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
10
年
（
20

新
庁
舎
建
設
・

　
　
　

脊
振
町
複
合
施
設
建
設

　

平
成
27
年
４
月
号
の
市
報
に
て
吉

野
ヶ
里
町
と
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
の

記
述
を
載
せ
て
お
り
、
そ
の
後
は
、
機

会
あ
る
ご
と
に
「
合
併
断
念
」
の
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
方
で

は
、
早
速
、
昨
年
５
月
に
は
部
長
級
の

職
員
に
よ
る
庁
舎
内
で
の
「
神
埼
市
本

庁
舎
等
建
設
庁
内
検
討
委
員
会
」
を
設

置
し
て
、
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
（
案
）

お
よ
び
脊
振
町
複
合
施
設
建
設
基
本
構

想
（
案
）
の
検
討
・
練
り
上
げ
を
指
示
し
、

慎
重
に
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
今
年
１
月
末
に
、
新
庁
舎
建

設
に
つ
い
て
は
基
本
構
想
（
案
）
が
ま

周
年
）
に
向
け
た
目
標
に
向
か
う
、
誓

い
と
決
意
を
示
す
『
神
埼
市 

市
制
施
行

10
周
年
記
念
式
典
』
を
３
月
20
日
に
開

催
す
る
た
め
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
具

体
的
な
開
催
内
容
に
つ
い
て
は
、
別
途

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
10
周
年
を
記
念
し
た
特
別
企

画
、
制
度
設
計
に
取
り
組
ん
で
は
と
の

提
案
に
つ
い
て
研
究
、
検
討
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
建
設

　

次
に
公
共
施
設
の
建
設
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
こ
と
は
年
頭
に
述
べ
て
お
り

ま
す
よ
う
に
緊
急
的

対
応
が
求
め
ら
れ
る

①
市
本
庁
舎
②
脊
振

町
複
合
施
設
③
葬
祭

公
園
の
建
設
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に

も
対
応
が
必
要
な
案

件
も
あ
り
ま
す
が
、

中
で
も
特
に
こ
の
３

件
は
合
併
特
例
債
（
合

併
市
町
村
へ
の
優
遇

措
置
制
度
）
を
活
用

し
た
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

活
用
期
限
の
平
成

32
年
度
ま
で
に
事
業

完
了
が
絶
対
条
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
が
緊
急
時
限

的
課
題
と
す
る
所
以

で
あ
り
ま
す
。

市
政
10
年
目（
節
目
）に
あ
た
り
課
題
を
考
え
る 

⑫

　

合
併
10
周
年
記
念
事
業
と

　
　
　
　
　
　

公
共
施
設
の
建
設
お
よ
び
行
政
組
織
の
見
直
し

市
長
　
松
本
　
茂
幸

担　当 事業名（仮） 事　業　内　容

企画室

10周年記念シ
ンポジウム

さらなる発展を図るために市民とともにまちづく
りを考える。

提案型事業補
助金

10周年を契機に市民団体が自ら企画・運営する提
案事業に対し補助金を交付し、さらなる市の飛躍
を目指す。

健康増進課 市民総参加の
大体操会

８月17日（水）のＮＨＫ夏期巡回ラジオ体操に合
わせ市民参加の大体操会を開催し、市民の健康増
進を図る。

社会教育課

中学生ハンド
ボール大会

九州各県から選抜されたチームによる中学生ハン
ドボール大会を開催し、市内の子どもの育成と市
外へのＰＲを図る。

能狂言フェス
ティバル

千代田町の高志狂言は、全国で３か所にのみ伝わ
る鷺流狂言の一つで、他の佐渡市、山口市に伝わ
る狂言を一堂に会し、日本の伝統芸能である狂言
のすばらしさを市内および市外にＰＲ。 

吉 本 バ ラ エ
ティーショー

宝くじ文化公演事業を活かして、市民にお笑いと
和やかな癒しの時間を提供することで、全てのリフ
レッシュと意欲の向上を図る。

税務課他 オリジナルナンバープレート、誕生記念品贈呈など
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と
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
２
月
９
日
に
は
、
一
般
公
募
委
員

を
含
め
た
『
神
埼
市
新
庁
舎
建
設
検
討

委
員
会
（
委
員
：
21
名
）』
と
『
神
埼
市

脊
振
町
複
合
施
設
建
設
検
討
委
員
会
（
委

員
：
23
名
）』
の
初
会
合
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
建
設
基
本
構
想
の
取
り
ま
と
め
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、

事
業
完
了
の
時
期
が
定
ま
っ
て
い
る
の

で
、
慎
重
な
議
論
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
の
密
度
の

濃
い
意
見
交
換
、
集
約
を
重
ね
て
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
市
議
会
で
は
平
成
27
年
９
月

に
全
議
員
構
成
で
の
「
神
埼
市
ま
ち
づ

く
り
特
別
委
員
会
（
委
員
長
：
山
田
一

明
議
員
、
副
委
員
長
：
中
野 

均
議
員
）」

を
立
ち
上
げ
ら
れ
、
公
共
施
設
建
設
に

係
る
調
査
、
研
究
を
行
い
、
執
行
部
提

案
に
対
し
て
よ
り
良
い
意
見
を
寄
せ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
場
に
お
き
ま
し
て
も
、
限
ら
れ
た

時
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
感
を
持
っ
た
協
議
運
営
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
大
ま
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、

上
記
の
よ
う
に
見
積
も
っ
て
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
前
向
き

な
ご
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
良
か
っ

た
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
公
共
施
設
の

建
設
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。�

（
32
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

葬
祭
公
園
建
設

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
葬
祭
公
園

へ
の
２
つ
の
取
り
付
け
道
路
案
を
示
し
、

地
元
や
地
権
者
と
の
協
議
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
県
道
三
瀬
・

神
埼
線
か
ら
の
進
入
路
線
に
つ
い
て
は
、

小
渕
地
区
の
区
長
さ
ん
は
じ
め
多
く
の

関
係
者
の
皆
さ
ん
の
支
援
の
も
と
、
地

夜の市長室 どんなことでも構いません。皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　市長公室　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

３月１日（火） 18：00 ～　
　　20：00

脊振支所

４月５日（火） 神埼市役所

※当日は来庁順で受け付けを行い

ます（１組30分程度）。

※お住まいの地区に関係なくお越

しいただけます。

２月分の千代田支所開催分には、７組８人が来庁されました。

権
者
の
ご
理
解
ご
協
力
を
得
る
べ
く
昨

年
末
ま
で
交
渉
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
数
名
の
方
か
ら
霊
柩
車
へ
の
イ
メ
ー

ジ
や
通
行
な
ど
か
ら
ご
理
解
を
得
る
こ

と
が
で
き
ず
、
も
う
一
つ
の
案
で
あ
り

ま
す
県
道
佐
賀
・
川
久
保
―
鳥
栖
線
か

ら
の
進
入
路
線
に
つ
い
て
地
元
住
民
の

方
の
ご
理
解
と
用
地
提
供
へ
の
協
力
を

お
願
い
す
る
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
葬
祭
公
園
用
地
に
つ
い
て
は
、

平
成
32
年
度
末
ま
で
の
竣
工
を
想
定
し
、

今
年
は
吉
野
ケ
里
町
と
の
一
部
事
務
組

合
を
立
ち
上
げ
る
た
め
に
事
務
的
準
備

に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
方
々
か
ら
、「
い
つ
で
く
っ
か

い
」
と
の
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、

建
設
事
業
は
用
地
の
確
保
が
絶
対
で
あ

り
ま
す
。
用
地
に
あ
っ
て
は
地
元
住
民

は
じ
め
地
権
者
の
ご
協
力
と
ご
同
意
を

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
は
今
し
ば
ら
く
の
時
間
の
猶

予
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
地
権
者
、

地
元
住
民
の
方
々
の
ご
協
力
に
対
し
、

ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

行
政
組
織
の
見
直
し

　

行
政
組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

行
政
の
効
率
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

ニ
ー
ズ
に
か
な
う
機
構
組
織
の
研
究
、

検
討
を
重
ね
、
新
庁
舎
建
設
に
合
致
さ

せ
る
よ
う
庁
内
検
討
チ
ー
ム
を
編
成
し

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

事　項 新庁舎 脊振町複合施設 備　考

基本構想 平成27年度 平成27年度

基本計画
平成28年度

平成28年度

基本設計 平成29年度

実施設計 平成29年度 平成30年度

建設工事 平成30～31年度 平成30～31年度 脊振町複合施設の平成30
年度は12月頃を予定

現庁舎等解体工事 平成32年度 平成30～32年度
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自分らしく生きていくために
～男女共同参画社会を目指して～

　全ての人が自分の意思で生き生きと活動するために

は、個人として尊重され、自分の能力や個性を自由に

発揮して自分らしく生きることができる社会を築いて

いくことが必要です。

　市では、平成27年３

月に今年度からの「第２

次神埼市男女共同参画基

本計画」を策定しました。

同計画は、総合計画に基

づき男女が互いにその人

権を尊重しながら責任も

分かち合い、性別に関わ

りなく、その個性と能力

を十分に発揮できる社会を実現するため次の３つの基

本目標を定めています。

【基本目標１】
人権尊重と男女共同参画の意識づくり
　男女共同参画社会づくりは、行政の推進活動に
よる環境の整備や制度確立だけでなく、市民一人
ひとりの意識改革や行動が伴ってこそ実現される
ものです。その実現に向け、お互いの人権を尊重し、
これまでの慣習や社会制度にとらわれることのな
い意識づくり、暴力や虐待などの被害者支援の充
　実と被害の根絶による誰もが暮らしやすいま
　　ちづくりを進めていくことが必要となっ
　　　　ています。

【基本目標３】
男女のパートナーシップにより

進めるまちづくり
　調和の取れた社会を実現するためには、男性も
女性も共に様々な分野に参画し、パートナーシッ
プによりまちづくりを進めていくことが必要です。
各種審議会・委員会等への女性の登用率を上げ、
市の政策などへの女性の声を反映させます。さら
　に、防災の分野でも女性の視点が重要視され
　　ており、女性消防隊など自主防災組織へ
　　　　　の女性の配置を促します。

【基本目標２】
仕事と家庭における男女共同参画の推進

　社会環境が急激に変化する中、個々の個性や能
力を発揮し、家庭生活や地域活動に積極的に参画
できる社会の形成が大切になってきます。また、
性別に関わりなく全ての人が協力し、仕事と家庭
の両立ができる職場の環境づくりを事業所の協力
のもとで進めます。さらに、これまでの男性に多
　くみられた職場優先の働き方から、職場、家
　　庭、地域のバランスのとれたライフスタ
　　　イルへの転換を促します。

　神埼市は、そんな社会を実現するため「第２次男女

共同参画基本計画・ＤＶ被害者支援基本計画」に基づき、

取り組みを推進します。

《神埼市男女共同参画基本計画》
◎問い合わせ　市長公室　秘書広報係　☎37-0088
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【基本目標１】
啓発・教育による暴力を

許さない社会づくり
　ＤＶを防止するためには、市民の方がＤＶは犯

罪となる行為も含む重大な人権侵害であることを

十分に認識し、自らが加害者や被害者にならない

ように努めることが重要です。市では、人権が尊

重され、基本的人権として侵しえないものである

という考え方、ＤＶに対する正しい理解と認識を

　図るため、広く市民に対して普及啓発を実施

　　します。個人の尊重を傷つける暴力は許

　　　さないという意識啓発活動を積極

　　　　　　的に行います。

【基本目標３】
保護・自立における

支援体制づくり
　ＤＶ被害からの回復や生活再建には長い時間が

かかるため、ＤＶ被害の早期発見から被害者の自

立まで、相互にきめ細かな連携で、被害者への支

援が分断されることのないよう、また被害者の意

思と選択が尊重されるような一貫し、継続した支

援を行う必要があります。被害者が自立して生活

しようとする際は、就業機会の確保、住宅や生活

　費の確保、子どもの就学の問題等があり、課

　　　題解決へ向け関係機関等の連携を図り、

　　　　継続的支援を促進します。

【基本目標２】
ＤＶ被害の通報および

被害者の相談体制づくり
　ＤＶは家庭内で起こるため被害が潜在化しやす

く、しかも加害者に罪の意識が薄いという傾向が

あり、発見が遅れる要因となっています。一方、

被害者は孤立している場合が多く、また自ら受け

ている暴力が重大な人権侵害であるという認識が

乏しいために相談に至らない場合があります。

　ＤＶへの理解を深め、相談や通報に繋がるよう

　　啓発を行います。さらに、相談窓口や通報

　　　機関の周知に努めます。

《神埼市DV被害者支援基本計画》
　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪となる
行為をも含む重大な人権侵害です。また、外部からその
発見が困難な家庭内において行われるため、潜在化しや
すく、しかも加害者に罪の意識が薄いという傾向があり
ます。このため、周囲も気づかないうちに暴力がエスカ
レートし、被害が深刻化しやすいという特性があります。
　ＤＶは、被害者の身体や精神に大きなダメージを与え
るだけでなく、その家庭で育つ子どもにまで大きな影響
を与えることになります。
　本市においても、男女共同参画推進の中で、配偶者等
からの暴力の防止および被害者への支援を総合的・計画
的に推進するため、「神埼市ＤＶ被害者支援基本計画」に
基づきＤＶ対策の充実、強化を図ります。

【 用　語　解　説 】

◆男女共同参画社会
　男女が性別にかかわらず、社会の対等

な構成員として、自らの意思によって社

会のあらゆる分野における活動に参画す

る機会が確保され、もって男女が均等に

政治的、経済的、社会的および文化的利

益を享受することができ、かつ、共に責

任を担うべき社会のこと。

◆ＤＶ
　（ドメスティック・バイオレンス）
　同居関係にある配偶者や内縁関係、恋

人関係にある人、またはあった人から暴

力を振るわれること。近年では、同居の

有無にかかわらず、近親者間に起こる暴

力全般を指す場合もある。

◎問い合わせ　福祉課　社会福祉係　☎37-0116

　ＤＶで悩んでいる方は、

一人で抱えこまずにご相談

ください。一緒に解決へ向

けて考えましょう。

【DV相談員から一言】

※女性のＤＶ相談員が福祉課
に常駐していますので、安
心してご相談ください。
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みんなでランナーを応援して
　　　　　　　　　　大会を盛り上げましょう！

4/3

　４月３日（日）、全国から約8,500人のランナーが神埼市内を駆け抜ける「さが桜マラソン

2016」が開催されます。

　市内のコースは、約11km。給水・給食所の運営、沿道整理や応援演奏などで市内外から約

800人がボランティアとして活動されます。

　また、吉野ヶ里歴史公園内では応援イベントを開催し、大会を盛り上げる予定です。市民の

皆さまもコース沿道や吉野ヶ里歴史公園へお越しいただき、温かい声援をお願いします。

【市内応援パフォーマンス・イベントのご案内】

①《馬場ボデー前》

③《吉野ヶ里歴史公園内》

④《園田建設前》

②《ふるさと大橋西》
◆応援パフォーマンス
　出演者　神埼中学校吹奏楽部
　出演時間（予定）　10：00 ～ 12：00

◆応援パフォーマンス
　出演者　神埼高校吹奏楽部、神舞太皷
　出演時間（予定）　10：15 ～ 12：40
◆応援イベント
　ぜんざいのおふるまい、ゆるキャラ応援、
　ＭＣを配置した応援イベント（予定）

◆応援パフォーマンス
　出演者　神埼清明高校音楽部
　出演時間（予定）　10：30 ～ 13：15

◆応援パフォーマンス
　出演者　千代田中学校吹奏楽部
　出演時間（予定）　10：10 ～ 13：00

吉野ヶ里歴史公園へ
お越しの皆さまへ

　車でお越しの方は「吉野ヶ里

公園西入口」交差点北の臨時駐

車場をご利用ください。
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①

④
②

③

◎
問

い
合

わ
せ

　
さ

が
桜

マ
ラ

ソ
ン

大
会

事
務

局
　

☎
27-0738　

　
企

画
室

　
企

画
係

　
☎

37-0102
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各課からのお知らせ

　
　

　
　

「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
」

神
埼
市
で
の
開
催
決
定
！

神
埼
市 

市
制
施
行

10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

◎
問
い
合
わ
せ　

企
画
室　

企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

　

神
埼
市
合
併
10
周
年
記
念
と
し
て
、「
夏
期

巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１

放
送
）
の
神
埼
市
で
の
開
催
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

開
催
日
時
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
開
催
日
時

　

８
月
17
日
︵
水
︶

　

午
前
６
時
30
分

○
開
催
場
所

　

神
埼
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
（
雨
天
時
）
神
埼
中
央
公
園
体
育
館

○
参
加
目
標
人
員　

２
，０
０
０
人
以
上

　

市
で
は
、
健
康
こ
そ
が
ま
ち
の
活
性
化
の

源
で
あ
る
と
考
え
、
市
民
自
ら
が
積
極
的
に

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
や
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
施
策
・
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

健
康
づ
く
り

に
は
、
ま
ず
適

度
な
定
期
的
な

運
動
が
必
要
だ

と
考
え
、
今
年

度
か
ら
「
元
気

か
ん
ざ
き
健
康

　

神
埼
市
は
脊
振
村
、
神
埼
町
、
千
代
田
町

の
３
町
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
、
今
年
３

月
20
日
で
10
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
を
記
念
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒

に
お
祝
い
す
べ
く
記
念
式
典
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

３
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
～

　
（
開
場　

午
前
９
時
30
分
～
）

○
場
所　

神
埼
市
中
央
公
民
館　

講
堂

※
入
場
無
料

推
進
事
業
」

と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
健
康

福
祉
学
科
を

有
す
る
西
九

州
大
学
の
協

力
を
受
け
な

が
ら
ラ
ジ
オ

体
操
の
普
及

に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
ま
で
に

19
地
区
１
団
体
で
実
施
し
ま
し
た
が
、
最
初

か
ら
正
し
く
体
操
で
き
て
い
た
方
は
わ
ず
か

で
し
た
。
た
か
が
ラ
ジ
オ
体
操
、
さ
れ
ど
ラ

ジ
オ
体
操
で
す
。
み
ん
な
で
正
し
い
ラ
ジ
オ

体
操
を
続
け
て
、
健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

８
月
17
日
に
は
、
神
埼
市
の
パ
ワ
ー
を
集

結
し
て
全
国
に
発
信
し
、
神
埼
市
合
併
10
周

年
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

※
開
催
情
報
は
、
ま
た
詳
し
く
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
全

国
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
、（
株
）
か
ん
ぽ
生

命
保
険
の
三
者
共
催
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

▲開庁式（平成18年３月20日）の様子

◆
記
念
式
典

・
市
政
功
労
者
表
彰

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
入
賞
者
表
彰

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
小
学
４
年
生
に
よ
る

「
Ｍ
Ｙ 

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ 

神
埼
」
合
唱
）　

な
ど

◆
記
念
講
演

・
講
師

　

30
代
木
村
庄
之
助　

事　

　

�
鵜
池
保
介
さ
ん
（
神
埼
町
出
身
）

・
演
題

　
「
30
代
木
村
庄
之
助
の
行
司
人
生

　

～
ふ
る
さ
と
神
埼
市
へ
の
思
い
と
期
待
～
」

　

記
念
式
典
、
記
念
講

演
だ
け
で
な
く
、
市
内

の
小
学
４
年
生
が
描
い

た
「
神
埼
の
未
来
図
」

を
会
場
に
展
示
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
10
年
間
を
振
り
返
っ
た
写

真
も
展
示
し
ま
す
。

　

市
制
施
行
10
周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
10
年
へ
向
け
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

し
ま
し
ょ
う
。
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プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、友の会会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告

　
　

子
ど
も
の
写
真
・
輝
い
て
い
る
人
大
募
集
！

◎
問
い
合
わ
せ　

市
長
公
室　

秘
書
広
報
係　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

　

市
報
か
ん
ざ
き
で
、
４
月
か
ら
子
ど
も
の

写
真
を
掲
載
す
る
新
し
い
コ
ー
ナ
ー
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　

そ
こ
で
、
誌
面
に
掲
載
す
る
子
ど
も
の
写

真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
者

　

平
成
29
年
３
月
31
日
現
在
で
就
学
前
の

お
子
さ
ん

○
申
込
方
法

・
写
真
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
で
送
付
さ
れ
る
場

合

　

①
お
子
さ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
②
年

齢
③
生
年
月
日
④
申
込
者
の
氏
名
⑤
住
所

⑥
地
区
名
（
行
政
区
）
⑦
連
絡
先
⑧
保
護
者

（
家
族
）
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
50
字
程
度
）

を
記
載
し
、
申
し
込
み
先
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
件
名
を
「
子
ど
も
の
写
真
申
し
込
み
」
と

し
て
く
だ
さ
い
。

・
写
真
を
持
参
さ
れ
る
場
合

　

右
記
の
①
～
⑧
を
任
意
の
様
式
に
記
入

し
、
写
真
と
共
に
申
し
込
み
先
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

　

市
報
か
ん
ざ
き
で
、
新
た
な
コ
ー
ナ
ー

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
、
輝
い
て
い
る

人
、
頑
張
っ
て
い
る
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
応
募
後
、

取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
対
象
者　

　

市
内
在
住
の
方
で
、
何
か
を
頑
張
っ
て

い
る
人
、
輝
い
て
い
る
人
な
ら
ど
な
た
で

も
。（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
頑
張
っ
て
い
る
、

清
掃
活
動
を
頑
張
っ
て
い
る
な
ど
）

○
推
薦
方
法

　

推
薦
す
る
方
の
①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

②
住
所
③
連
絡
先
④
推
薦
理
由
（
頑
張
っ

て
い
る
内
容
な
ど
）
を
記
載
し
、
メ
ー
ル

も
し
く
は
申
し
込
み
先
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を
「
輝
い
て

い
る
人
推
薦
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
写
真
　
募
集
中

輝
い
て
い
る
人
　
募
集
中

◆
申
込
先

　

市
長
公
室

　

秘
書
広
報
係

　

〒
８
４
２
‐
８
６
０
１

　

神
埼
市
神
埼
町
神
埼
４
１
０
番
地

　

メ
ー
ル
：

　
　
ko
uho
u@
city.kanzaki.lg.jp

　
　ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
年
金
事
務
所　

☎
３
１
‐
４
１
９
１

　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）

は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料

を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、
保

険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合

は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金

に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、

満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
役
所
ま
た
は
佐
賀
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
保
険
料
の
納

付
済
期
間
や
保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し

て
25
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
昭

和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ

ま
す
）

※
海
外
に
在
住
す

る
日
本
国
籍
を
持

つ
方
も
、
国
民
年

金
に
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
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有
料
広
告

有
料
広
告

各課からのお知らせ

　
　小
学
校
新
入
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ

医
療
費
助
成
資
格
登
録
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

国
保
医
療
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　
　休
日
窓
口
を
開
庁
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

総
合
窓
口
班

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
６

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、

転
入
や
転
出
な
ど
の
手
続
き
が
集
中
す
る
年
度
末
と

年
度
初
め
の
休
日
に
、
次
の
と
お
り
窓
口
を
開
庁
し

ま
す
。（
手
続
き
内
容
や
証
明
書
に
よ
っ
て
は
、
平
日

に
再
度
来
庁
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

○
と
き

　

３
月
26
日
（
土
）、
27
日
（
日
）

　

４
月
２
日
（
土
）、
３
日
（
日
）

※
午
前
８
時
30
分
～
正
午

○
場
所　

　

神
埼
市
役
所
（
本
庁
）　

市
民
課　

総
合
窓
口
班

※
各
支
所
の
総
合
窓
口
は
、
開
庁
し
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
取
扱
業
務

・
住
民
異
動
届
（
転
入
、
転
出
、
転
居
な
ど
）

・
戸
籍
の
届
出
（
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
、
離
婚
な
ど
）

・
各
種
証
明
書
の
発
行

・
印
鑑
登
録

・
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と（
資
格
取
得
、喪
失
）

・
国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と

・
軽
自
動
車
の
登
録
・
廃
車
（
市
外
分
を
除
く
）

※
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
入
院
・

通
院
費
等
の
一
部
負
担
金
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
小
学
生
と
な
ら
れ
る
お
子
さ
ん

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
庭
は
、
資
格
登
録
が

必
要
で
す
。

《
助
成
対
象
者
》

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
小
、
中
学
生

※
次
の
方
は
助
成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
生
活
保
護
法
に
お
け
る
保
護
を
受
け
て
い

る
方

・
他
の
法
令
等
で
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体

か
ら
助
成
を
受
け
て
い
る
方
（
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
助
成
、
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
な
ど
）

《
資
格
登
録
手
続
き
》

　

小
学
校
入
学
生
説
明
会
な
ど
の
際
に
申
請

書
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
市
民
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
窓
口
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
で
も
受
け
付

け
ま
す
）

　

ま
た
、
市
外
小
学
校
へ
通
学
を
予
定
し
て

い
る
方
は
、
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
４
月
か
ら
中
学
生
に
な
ら
れ
る
お
子
さ
ん

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
庭
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
あ
ら
た
め
て
登
録
手
続
き
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
同
様
、

助
成
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

《
医
療
費
助
成
の
申
請
方
法
》

①
医
療
機
関
等
窓
口
で
一
部
負
担
金（
３
割
）

を
支
払
う
。

②
助
成
申
請
書
に
月
ご
と
、
医
療
機
関
ご
と

に
領
収
書
を
添
付
し
、
提
出
す
る
。

※
申
請
期
間
は
、
診
療
の
翌
月
か
ら
１
年
間

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
早
め
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

《
助
成
額
》

　

一
部
負
担
金
か
ら
月
額
５
０
０
円
を
控
除

し
た
金
額
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
適
用
外
の
医
療
費
（
容
器
代

な
ど
）、
学
校
管
理
下
で
の
ケ
ガ
等
の
医
療
費
、

食
事
療
養
費
は
助
成
対
象
外
で
す
。

10.33
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　平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

　

国
民
健
康
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

国
保
医
療
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

◆
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

　
　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

※
次
に
該
当
す
る
方
は
、
有
効
期
限
が
異
な

り
ま
す
。

▼
４
月
以
降
に
70
歳
に
な
る
方
・
・
・

　

誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る
月
の
月
末
ま
で

▼
４
月
以
降
に
75
歳
に
な
る
方
・
・
・

　

誕
生
日
の
前
日
ま
で

▼
退
職
被
保
険
者
の
方
で
年
度
途
中
に
65
歳

に
な
る
方
・
・
・

　

誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る
月
の
月
末
ま
で

（
被
扶
養
者
の
方
も
本
人
と
同
じ
有
効
期

限
で
す
）

　

有
効
期
限
が
年
度
途
中
の
方
は
、
有
効
期

限
ま
で
に
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
有
効
期
限
が
切
れ
た
保
険
証
は
無

効
で
す
。
市
役
所
窓
口
へ
返
却
い
た
だ
く
か
、

確
実
に
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

就
学
で
転
出
す
る
学
生
の
方
へ

　

通
常
、
国
民
健
康
保
険
は
住
所
地
の
市
区
町

村
で
加
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
で
、
就
学
の
た
め

に
転
出
す
る
場
合
は
、
引
き
続
き
神
埼
市
の
国

民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
請
が
必
要
で
す
。
学
生
証
ま
た

は
在
学
証
明
書
を
持
参
の
上
、
市
役
所
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
在
学
中
の
み
の

特
例
に
な
り
ま
す
の
で
、
学
校
を
卒
業
や
退
学

し
た
場
合
は
、
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
学
生
特
例
で
保

険
証
の
交
付
を
受
け
て
い
た
方
も
、
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
時
に
窓
口
に
て
保
険
証
を

交
付
し
ま
す
。（
一
括
送
付
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）

◆
国
保
の
加
入
・
喪
失
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方
が
退
職
し
た
と
き
や
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
が
社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
と
き
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
く
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
（
藤
色
）
を
、
３
月
下
旬
に
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
に

送
付
し
ま
す
。
４
月
か
ら
は
、
新
し
い
保
険
証
を
医
療
機
関
等
の
窓

口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
の
方
）
の
保

険
証
は
７
月
末
に
送
付
予
定
で
す
。

　

な
お
、
就
職
な
ど
に
よ
り
新
た
に
社
会
保
険
等
に
加
入
す
る
方
は
、

国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
職
場
を
退
職
し
た
場
合

①
任
意
継
続
保
険
に
加
入
す
る

　

退
職
後
、
一
定
期
間
内
（
通
常
20
日
以
内
）

に
手
続
き
を
す
る
と
、
最
長
２
年
間
そ
れ
ま
で

加
入
し
て
い
た
保
険
に
、
継
続
し
て
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
退
職
さ
れ
た
職
場
や
加
入
し
て
い
た
健
康

保
険
の
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
扶
養

に
な
る

　

ご
家
族
の
職
場
な
ど
で
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
手
続
き
や
扶
養
認
定
の
要
件
は
、
職

場
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

　

退
職
後
14
日
以
内
に
、
こ
れ
ま
で
加
入
し

て
い
た
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
も
し

く
は
離
職
票
な
ど
退
職
日
が
確
認
で
き
る
書

類
と
認
め
印
を
ご
持
参
の
上
、
市
役
所
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
窓
口
】

・
市
民
課　

国
保
医
療
係

・
千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課

・
脊
振
支
所　

総
合
窓
口
課

▼
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
が
社
会

保
険
な
ど
に
加
入
し
た
場
合

　

職
場
か
ら
交
付
さ
れ
た
健
康
保
険
証
、
国
民

健
康
保
険
証
、
認
め
印
を
ご
持
参
の
上
、
資
格

喪
失
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
職
場
で
は
、

国
民
健
康
保
険
の
喪
失
手
続
き
は
し
て
く
れ
ま

せ
ん
。
ご
自
身
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
加
入
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合

　

加
入
資
格
を
得
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
税
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
保
険

証
が
無
い
た
め
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
全
額
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

・
喪
失
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合

　

保
険
税
を
二
重
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
を
提
示
し
て
医
療
機

関
を
受
診
し
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
が
負
担

し
た
医
療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
手
続
き
で
「
個
人

番
号
」
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
の
際
は
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
の

他
、
世
帯
主
お
よ
び
手
続
き
対
象
者
の
「
個

人
番
号
」
を
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
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３
月
１
日
～
７
日
は　

子
ど
も
予
防
接
種
週
間
で
す

「
お
ゆ
ず
り
会
」

～
育
児
用
品
な
ど
を
募
集
し
ま
す
～

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係
（
神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

　
　
　
　
　
　
　

千
代
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
４
４
‐
２
０
２
１

◎
問
い
合
わ
せ

　

神
埼
市
母
子
推
進
協
議
会
神
埼
支
部

　
（
神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

各課からのお知らせ

　

お
子
さ
ま
の
予
防
接
種
に
受
け
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
４
月
か
ら
の
入
園
・
入
学
に

備
え
て
、
必
要
な
予
防
接
種
を
済
ま
せ
て
病

気
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆
接
種
期
間
が
３
月
31
日（
木
）ま
で
と
な
っ

て
い
る
予
防
接
種

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
２
期

　
（
対
象
：
平
成
21
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
４
月
１
日
生
）

・
２
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

　
（
対
象
：
平
成
15
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
16
年
４
月
１
日
生
）

◆
予
防
接
種
の
受
け
方

　

県
内
の
委
託
医
療
機
関
で
接
種
が
で
き
ま

す
。
各
自
で
直
接
医
療
機
関
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

接
種
の
際
は
、
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ

さ
い
。
祖
父
母
等
に
同
伴
を
依
頼
す
る
場
合

は
、「
委
任
状
」
が
必
要
で
す
。

◆
持
っ
て
行
く
も
の

・
母
子
健
康
手
帳

・
予
診
票
（
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
医
療
機
関
窓
口
に
も
あ

り
ま
す
）

予防接種の種類 対象年齢 接種回数
Ｈｉｂ

生後２ヶ月～５歳に至るまで
１～４回
※接種開始年齢により受ける回数が

異なります。小児用肺炎球菌

ＢＣＧ 生後～１歳に至るまで １回
４種混合

ジフテリア
百日せき
破傷風

不活化ポリオ

生後３ヶ月～７歳６ヶ月に至るまで                      ４回

麻しん風しん混合
（ＭＲ）

１期：１歳～２歳に至るまで
２期：就学前１年間にある児童　　
　（Ｈ21. ４. ２～Ｈ22. ４. １生）

１期：１回
２期：１回

日本脳炎
１期：３歳～７歳６ヶ月に至るまで
２期：９歳～ 13歳未満
※特例：Ｈ７. ４. ２～Ｈ19. ４. １生

１期：３回
２期：１回
※Ｈ７. ４. ２～Ｈ19. ４. １生の方

は、左記対象年齢を過ぎていても
20歳未満まで受けることができ
ます。

２種混合
（ジフテリア・破傷風）

小学６年生
（Ｈ15. ４. ２～Ｈ16. ４. １生） １回

子宮頸がん 小学６年生～高校１年生相当の女子

３回
※平成25年６月から副反応の検討

のため積極的勧奨を中止していま
す。（平成28年１月末時点）

水　痘
（水ぼうそう） １歳～３歳に至るまで

２回
※すでに水痘（水ぼうそう）にかかっ

たことのある方は対象外。
※平成28年度の「予防接種カレンダー」は市報かんざき４月号に掲載します。

　

ご
家
庭
で
、
使
わ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
服

や
育
児
用
品
な
ど
が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

バ
ザ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
無
償
で

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

○
募
集
期
間

　

３
月
８
日（
火
）～
14
日（
月
）

※
土
日
を
除
く

○
受
け
付
け
ら
れ
な
い
も
の

　

シ
ミ
・
汚
れ
の
あ
る
も
の
、
下
着
類
、
食

べ
物
、
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど

○
持
ち
込
み
の
注
意
点

・
ほ
乳
瓶
、
搾
乳
器
な
ど
は
、
未
使
用
の
も

の
・
絵
本
は
、
月
刊
誌
や
雑
誌
以
外
の
も
の

【
お
ゆ
ず
り
会
】

○
日
時　

３
月
16
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
場
所　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
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各
種
健
診（
若
年
健
診
・
が
ん
検
診
）の

申
込
方
法
が
変
わ
り
ま
す

平
成
28
年
度
神
埼
市
嘱
託
職
員

（
保
健
師
）募
集

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
課

　

国
保
医
療
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　

市
が
行
う
各
種
健
診
（
検
診
）
事
業
に
つ

い
て
は
、
毎
年
３
月
ご
ろ
に
「
各
種
健
診

申
込
書
（
世
帯
別
基
礎
調
査
票
）」
に
よ
り
、

次
年
度
の
健
診
（
検
診
）
の
申
込
受
付
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
「
各
種
健
診
申
込
書
（
世
帯
別

基
礎
調
査
）」
を
廃
止
し
、
健
診
案
内
（
保

存
版
）
を
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。
若
年
健

診
、
肺
が
ん
・
結
核
検
診
、
胃
が
ん
検
診
、

大
腸
が
ん
検
診
、
前
立
腺
が
ん
検
診
、
子
宮

頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
過
去
３
年
以
内

に
受
診
歴
が
あ
る
方
に
事
前
に
受
診
票
を

送
付
し
ま
す
。

○
業
務
内
容

　

特
定
健
診
未
受
診
者
対
策
業
務

○
募
集
人
数　

１
人

○
雇
用
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
29
年
３
月
31
日

○
勤
務
形
態

・
月
～
金
曜
日
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
）

・
月
17
日
勤
務

○
勤
務
場
所　

神
埼
市
役
所　

市
民
課

○
報
酬
（
見
込
み
）　

　

月
額
１
７
０
，０
０
０
円

○
応
募
資
格

・
原
則
と
し
て
市
内
在
住
者

・
保
健
師
免
許
お
よ
び
普
通
自
動
車
運
転
免

許
保
持
者

○
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）、
官
製

は
が
き
（
返
信
先
記
入
）
を
郵
便
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
応
募
期
間　

３
月
14
日
（
月
）
ま
で

※
郵
送
の
場
合
、
締
切
日
必
着

○
選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

○
そ
の
他

・
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
有
り

・
有
給
休
暇
有
り

＜今までの流れ＞
各世帯からの申し込みを受け付けていました。

健診（検診）の種類 申込方法

若年健診、肺がん・結核検診、胃がん検診、
大腸がん検診、前立腺がん検診、
子宮頸がん検診

毎年３月実施の「各種健診申込書（世帯別基
礎調査）」で世帯ごとに申し込み

＜これからの流れ＞
各種健診申込書での申し込みを行いません。（過去の受診歴により異なります）
健診（検診）の種類 過去の受診状況 申し込みについて

若年健診
肺がん・結核検診
胃がん検診
大腸がん検診
前立腺がん検診
子宮頸がん検診

過去３年以内に受診した方

★申し込みの必要なし
・申し込みをしなくても過去に受診し

た健診（検診）の受診票および案内
通知が郵送で届きます。

・初めて受診する方
・４年以上受診していない方

★検診当日に直接会場にお越しくださ
い。

※特定健診・後期高齢者健診の受診票は、対象となる方全員に郵送されます。
※乳がん検診、骨粗しょう症検診は、別途案内通知（９月ごろを予定）をご覧のうえ、予

約期間内に電話で希望日を予約してください。
※詳しくは４月に配布予定の健診案内をご覧ください。

平成28年度の健診実施から、
　　　　以下のように変わります！
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各課からのお知らせ

　
　
神
埼
市
防
災
メ
ー
ル

～
安
心
を
ケ
イ
タ
イ
へ
お
届
け
し
ま
す
～

◎
問
い
合
わ
せ　

防
災
危
機
管
理
課　

防
災
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
４

　

携
帯
電
話
へ
の
防
災
メ
ー
ル
は
、

市
の
緊
急
情
報
を
市
外
に
い
て
も

受
信
で
き
ま
す
。（
携
帯
電
話
の
受

信
状
態
に
よ
り
受
信
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）

　

登
録
希
望
者
が
市
外
の
方
で
も

登
録
可
能
で
す
の
で
、
親
戚
や
知

人
の
方
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
方
法
そ
の
１

　

左
記
の
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
、
案
内
に
従
い
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
方
法
そ
の
２

　

次
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.b
o
u
sa
i.c
ity
.

kanzaki.saga.jp/m
ail/pub

　
　

料
金
は
か
か
り
ま
す
か
？

　
　

情
報
提
供
料
は
無
料
で
す
。

　
　

た
だ
し
、
メ
ー
ル
受
信
に
か

か
る
通
信
料
や
登
録
・
解
除
・
閲

覧
時
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
料

な
ど
の
費
用
は
、
ご
負
担
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　

登
録
し
な
い
と
メ
ー
ル
の
情

　
　

報
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

　
　

メ
ー
ル
配
信
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　

が
、
配
信
し
た
内
容
に
つ
い

て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　

登
録
し
た
後
、
登
録
内
容
を

　
　

変
更
し
た
い
場
合
や
ア
ド
レ

ス
が
変
わ
っ
た
場
合
は
ど
う
す
る

の
？

　
　

上
記
の
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
か

　
　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、

登
録
情
報
を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
推
進
室　

生
活
環
境
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

　

平
成
28
年
度
も
次
の
と
お
り
集

合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

　

注
射
は
ど
の
会
場
で
も
受
け
ら

れ
ま
す
。
犬
の
体
調
の
良
い
日
に

お
連
れ
く
だ
さ
い
。

○
手
数
料

・
未
登
録
犬
（
登
録
料
＋
注
射
料
）

　

登
録
料�

３
，０
０
０
円
／
頭

　

注
射
料�

３
，１
５
０
円
／
頭

　

合
計�

６
，１
５
０
円　
　

・
既
登
録
犬
（
注
射
料
の
み
）

　

注
射
料�

３
，１
５
０
円
／
頭

○
持
参
す
る
も
の

・
通
知
書
（
登
録
犬
の
み
）

・
手
数
料

・
ふ
ん
を
持
ち
帰
る
袋

○
対
象
と
な
る
犬

　

生
後
91
日
以
上
の
犬

《
お
願
い
》

　

登
録
し
た
犬
が
死
亡
、
ま
た
は

人
に
譲
っ
た
場
合
は
届
け
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
犬
を
市
外
へ
転
出
さ
せ

る
場
合
は
、
転
出
先
の
役
所
窓
口

で
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
注
意
点

・
病
気
、
妊
娠
な
ど
健
康
状
態
が
良

く
な
い
飼
い
犬
は
、
必
ず
注
射
前

に
獣
医
師
に
相
談
の
上
、
予
防
注

射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
犬
の
登
録
（
一
生
に
１
回
）
と
狂

犬
病
の
予
防
注
射（
１
年
に
１
回
）

は
、「
狂
犬
病
予
防
法
」
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

狂犬病予防注射日程表

４

月

日程 場所 時間

７日（木）

田中バス停前 10：00 ～ 10：20
一番ヶ瀬上（製材所） 10：40 ～ 10：55

鳥羽院山荘 11：10 ～ 11：25
鹿路公民館 11：40 ～ 11：50

市役所脊振支所 13：30 ～ 14：00
政所公民館 14：10 ～ 14：40

８日（金） 市役所脊振支所 11：00 ～ 11：45

11日（月）
ＪＡ境野支所 10：00 ～ 11：30
ＪＡ千歳支所 13：30 ～ 14：30

12日（火） 市役所千代田支所
10：00 ～ 11：30
13：30 ～ 14：30

13日（水）
ＪＡ西郷支所南倉庫前   9：30 ～ 11：30

ＪＡ仁比山支所 13：30 ～ 15：00

15日（金） 神埼市役所西車庫
  9：30 ～ 11：30
13：30 ～ 15：00

17日（日） 神埼市役所西車庫   9：00 ～ 12：00
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車種・排気量 手続き場所・問い合わせ
原動機付自転車

（125cc以下のバイク）
【手続場所】　神埼市役所市民課または各支所総合窓口課
【問い合わせ】　税務課 市民税係　☎37-0114
【持参するもの】
ナンバープレート、所有者の印鑑（名義変更の場合は双方の印鑑）
ナンバープレートを紛失された場合は、てんまつ書の提出が必要です。

小型特殊自動車
（コンバイン・トラクター・

 フォークリフト等）

二輪の小型自動車
（250ccを超えるバイク） ・佐賀運輸支局

　佐賀市若楠２丁目7-8
　☎050-5540-2082

軽二輪車
（125ccを超え250cc以下の
バイク）

軽三輪車・軽四輪車
（660cc以下）

・佐賀県軽自動車協会
　佐賀市若楠２丁目10-8
　☎30-8442

※それぞれ手続きに必要な書類が異なりますので、事前に各機関にお問い合わせください。

廃
車
・
名
義
変
更
の
手
続
き
は
お
早
め
に

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

市
民
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

佐賀運輸支局

佐賀県軽自動車協会

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
対
し
て

課
税
さ
れ
ま
す
。
所
有
者
の
変

更
、
譲
渡
や
盗
難
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
な
ど
で
現
在
所
有
さ
れ
て
い

な
い
車
両
、
ま
た
は
長
期
間
使

用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
使

用
さ
れ
な
い
車
両
が
あ
れ
ば
４

月
１
日
ま
で
に
廃
車
（
抹
消
登

録
）
や
名
義
変
更
の
手
続
き
を

下
記
の
機
関
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
転
居
な
ど
に
よ
り
定

置
場
所
を
変
更
さ
れ
た
方
や
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
が
所
有
す
る

車
両
を
相
続
し
た
場
合
に
も
届

出
が
必
要
で
す
。

※
な
お
、
４
月
２
日
以
降
に
手

続
き
を
さ
れ
て
も
、
平
成
28

年
度
課
税
分
は
取
消
し
で
き

ま
せ
ん
。（
軽
自
動
車
税
に

は
月
割
課
税
制
度
は
あ
り
ま

せ
ん
）

※
平
成
28
年
度
課
税
分
か
ら
軽

自
動
車
税
の
税
率（
年
税
額
）

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。（
税

額
に
つ
い
て
は
、
市
報
か
ん

ざ
き
４
月
号
に
掲
載
し
ま

す
）

　
　

　
　

　
　

市
税
の
猶
予
制
度
が

見
直
さ
れ
ま
す

小
規
模
契
約
登
録
希
望
者
の

申
請
を
受
付
中

し
尿
汲
み
取
り
料
金
を

改
定
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

納
税
２
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

建
設
課

　

建
設
管
理
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
３

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
推
進
室

　

生
活
環
境
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

◆
概
要

　

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
平
成
28
年
４
月
１

日
か
ら
納
税
の
猶
予
制
度
（
徴
収
猶
予
と
換

価
の
猶
予
）
の
条
件
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

◆
徴
収
猶
予
と
は

　

納
税
者
が
災
害
や
病
気
に
か
か
っ
た
場

合
、
ま
た
は
事
業
を
廃
止
・
休
止
し
た
場
合

で
、
一
度
に
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
時

は
、
申
請
に
基
づ
い
て
審
査
を
行
い
、
認
め

ら
れ
た
場
合
は
原
則
と
し
て
１
年
以
内
の
期

間
、
徴
収
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

◆
換
価
の
猶
予
と
は

　

市
税
に
未
納
の
あ
る
方
で
、
事
業
継
続
や

生
活
維
持
が
困
難
で
あ
り
、
一
度
に
納
税
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
は
、
す
で
に
差
し

押
さ
え
ら
れ
て
い
る
財
産
、
あ
る
い
は
今
後

差
し
押
さ
え
の
対
象
と
な
り
う
る
財
産
の
換

価
処
分
（
売
却
）
を
猶
予
し
、
原
則
と
し
て

１
年
以
内
の
期
間
で
の
分
割
納
付
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

◆
猶
予
期
間
と
分
割
納
付

　

猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
、

１
年
の
範
囲
内
で
申
請
者
の
財
産
の
状
況
に

応
じ
て
合
理
的
に
市
税
を
完
納
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
期
間
に
限
り
ま
す
。

　

な
お
、
猶
予
を
受
け
た
市
税
は
、
原
則
と

し
て
猶
予
期
間
中
に
分
割
し
て
納
付
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

神
埼
市
で
は
、
市
内
に
事
業
所
を
置
く

小
規
模
事
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
の

た
め
、
小
規
模
契
約
希
望
者
の
登
録
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
登
録
有
効
期
限

　

平
成
28
年
４
月
１
日
～

　
　
　

平
成
30
年
３
月
31
日
（
２
年
間
）

※
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
契
約
対
象

　

軽
易
な
工
事
お
よ
び
修
繕
で
、
設
計
金

額
が
50
万
円
未
満
の
も
の

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

し
尿
汲
み
取
り
料
金
を
、
公
共
工
事
労

務
単
価
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
平
成
28
年

４
月
か
ら
次
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

【
変
更
点
】

・
従
来
の
料
金
よ
り
５
％
の
値
上
げ

　
（
０
・
54
円
／
ℓ
の
増
）

※
市
報
か
ん
ざ
き
４
月
号
で
再
度
お
知

ら
せ
し
ま
す
。



18市報かんざき 2016. ３月号

各課からのお知らせ

　
　
農
地
の
賃
借
料
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
３
７
‐
０
１
０
８

　

農
地
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

標
準
小
作
料
制
度
は
廃
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
と

し
て
、
農
業
委
員
会
は
農
地
法
第

52
条
の
規
定
に
よ
り
、
実
勢
の
賃

借
料
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
記
の
賃
借
料
情
報
は
、
平
成

27
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
１
年

間
に
利
用
権
設
定
の
申
し
出
を
さ

れ
た
情
報
を
基
に
大
字
別
に
「
平

均
額
」「
最
高
額
」「
最
低
額
」
を

算
出
し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
農
地
の
利
用
権
設
定
の

申
し
出
を
す
る
方
は
、
賃
借
料
の

目
安
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
契
約
期
間
が
残
っ
て
い

る
場
合
に
つ
い
て
も
双
方
で
協
議

の
上
、
額
の
調
整
を
お
願
い
し
ま

す
。

【田】
町
名

地
区

大字
平均額
（円）

最高額
（円）

最低額
（円）

データ数
（筆数）

神
埼
町

神
埼
　

永　歌 20,348 23,000 15,500 257

本　堀 20,350 27,000 10,000 472

田道ヶ里 19,514 24,316 10,000 347

西
郷

横　武 23,523 25,000 21,000 16

本告牟田 19,929 23,000 12,000 14

姉　川 19,879 25,000 15,000 51

尾　崎 15,576 22,367 10,000 281

竹 19,444 20,700 10,000 106

仁
比
山

鶴 18,678 23,000 10,000 34

城　原 17,903 20,700 8,280 31

志波屋 19,268 20,700 15,500 33

的 15,272 20,000 9,800 24

脊
振
町

広　滝 - - - -

服　巻 6,323 9,375 5,000 7

鹿　路 8,140 8,140 8,140 2

（10ａ当たりの金額です）
町
名

地
区

大字
平均額
（円）

最高額
（円）

最低額
（円）

データ数
（筆数）

千
代
田
町

東
部

﨑　村 20,580 22,000 20,000 69

渡　瀬 21,451 22,000 11,777 19

栁　島 20,667 22,000 20,000 21

迎　島 20,000 22,000 15,000 19

用　作 19,925 25,000 15,000 146

中
部

直　鳥 18,950 20,000 15,000 25

姉 20,876 22,000 9,000 37

黒　井 22,000 22,000 22,000 3

嘉　納 22,293 25,000 20,664 38

詫　田 21,894 27,000 16,928 36

下　板 20,849 23,000 20,000 43

西
部

境　原 21,349 23,000 10,000 71

餘　江 21,924 25,000 20,000 118

下　西 18,778 25,000 15,000 113

注１：神埼町西小津ヶ里は永歌に含んでいます。
注２：親類間または施設園芸等特殊な作物を前提とした取引等で、地域の平均に比べて著しく高額
　　　あるいは低額、畑・物納については参考データから削除しています。

▼大字別賃借料設定状況（農業経営基盤強化促進法による平成27年１月～ 12月申出分）

　
　ご
協
力
く
だ
さ
い

ア
ル
ミ
缶
回
収
デ
ー
！

◎
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

　

神
埼
市
消
費
者
グ
ル
ー
プ
協
議
会

　

☎
５
２
‐
３
０
５
８

　

ア
ル
ミ
缶
は
何
度
で
も
リ
サ
イ
ク
ル

が
で
き
、
再
生
時
に
は
97
％
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
節
約
で
き
ま
す
。

　

お
持
ち
い
た
だ
い
た
ア
ル
ミ
缶
は
、

グ
ル
ー
プ
で
買
い
取
り
ま
す
。
リ
サ
イ

ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
と
き　

３
月
22
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
11
時

○
と
こ
ろ　

　

神
埼
市
中
央
公
民
館　

北
側
搬
入
口

○
注
意
事
項

　

ア
ル
ミ
缶
は
つ
ぶ
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。（
洗
わ
な
く
て
も
結
構
で
す
）
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市
が
設
置
・
管
理
す
る

「
市
設
置
型
」浄
化
槽
整
備
事
業
の
お
知
ら
せ

三
谷
和
紙
の
資
料
を
探
し
て
い
ま
す

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課　

管
理
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
５

◎
問
い
合
わ
せ　

歴
史
文
化
推
進
室　

歴
史
文
化
振
興
係　

☎
３
７
‐
０
１
５
３

◆
市
設
置
型
合
併
処
理
浄
化
槽
と
は

　
「
市
設
置
型
合
併
処
理
浄
化
槽
」
と
は
、

公
共
下
水
道
区
域
以
外
の
区
域
で
下
水
道
を

利
用
さ
れ
る
場
合
に
設
置
す
る
合
併
処
理
浄

化
槽
の
こ
と
で
す
。
浄
化
槽
の
設
置
お
よ
び

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
市
が
行
い
ま
す
。

◆
市
設
置
型
合
併
処
理
浄
化
槽
のご

案
内

　

下
水
道
を
利
用
し
た
い
場
所
が
、
公
共
下

水
道
区
域
か
市
設
置
型
浄
化
槽
区
域
か
は
、

下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
設
置
型
浄
化
槽
区
域
で
あ
っ
た
場
合

は
、
土
地
や
設
置
条
件
な
ど
に
つ
い
て
事
前

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
計
画

の
際
は
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
浄
化
槽
な
ど

市
営
の
下
水
道
を
利
用
さ
れ
て
い
る
世
帯

で
、
こ
の
春
、
大
学
進
学
、
長
期
入
院
や
施

設
入
所
を
さ
れ
た
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

下
水
道
等
使
用
料
は
世
帯
割
と
世
帯
員

割
（
人
数
）
で
算
定
し
て
お
り
、
住
民
票
の

人
数
と
実
際
の
人
数
が
違
う
場
合
、
申
請
に

よ
り
世
帯
員
割
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
申
請
は
、下
水
道
課
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
申
請
の
際
、学
生
証
、入
所
証
明
書
、ア
パ
ー

ト
契
約
書
、
直
近
の
施
設
利
用
領
収
書
等
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、
減
免
の
対
象
者
が
届
出
後
に
期
間

等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
遡
及
に
よ
り

使
用
料
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
速
や
か
に
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

神
埼
町
の
三
谷
地
区
と
脊
振
町
倉
谷
地
区

で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
の
頃
ま
で
和
紙

作
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
地
区
で
作
ら
れ
た
和
紙
は
、
三
谷
和
紙

と
呼
ば
れ
、
傘
紙
や
藩
札
、
薬
の
包
み
紙
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
和
紙
作
り
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
市
の
貴
重
な
歴
史
的
産
業
と
し
て
、
後

世
に
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
三
谷
和
紙
の
復

興
の
た
め
、
和
紙
づ
く
り
の
道
具
や
写
真
、

文
書
記
録
な
ど
の
資
料
を
お
持
ち
の
方
は
、

歴
史
文
化
推
進
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
資
料
に
つ
い
て

　

資
料
は
、写
真
記
録
や
内
容
調
査
を
行
い
、

原
則
返
却
し
ま
す
。
な
お
、
保
管
等
に
お
困

り
の
場
合
は
、
寄
贈
、
寄
託
に
つ
い
て
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
資
料
の
使
用
に
つ
い
て

　

お
借
り
し
た
資
料
は
、
市
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
登
録
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
印
刷
物

や
広
報
誌
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

も
三
谷
和
紙
を
後

世
に
伝
え
る
た
め

に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

道具 紙すき道具一式・水車・窯など

写真
和紙作りの製作過程や場所を写し
たもの

場所
楮
こうぞ

栽培地や紙すきを行っていた場
所など

書類 生産、紙の販売、出荷先の書類など

製品 楮
こうぞ

や実際に作っていた製品など

その他 三谷和紙作りに関係する資料

▲旅出紙通帳と紙持届札
（神埼町史より）

〈
下
水
道
等
使
用
人
員
の
申
請
を
忘
れ
ず
に
！
〉

神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

有
料
広
告

台所

お風呂

流入枡 浄化槽 放流枡

個人負担 個人負担市負担

（宅地内）
放流配管5ｍ以内

ブロワ
便所

浄化槽設置工事費負担区分図
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各課からのお知らせ

給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

献
立
発
表
会
で
優
秀
賞
！

◎
問
い
合
わ
せ　

学
校
給
食
共
同
調
理
場　

☎
５
１
‐
４
０
０
８

　

神
埼
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場
で
は
現

在
、
神
埼
町
・
千
代
田
町
の
小
・
中
学
校

８
校
に
一
日
、
約
２
，８
０
０
食
の
給
食
を

届
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
佐
賀
県
学
校
給
食
会
が
主
催
の

「
平
成
27
年
度
学
校
給
食
献
立
調
理
発
表

会
」
で
、
当
調
理
場
か
ら
出
品
し
た
献
立

が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

県
産
食
品
を
活
用
し
た
献
立
を
審
査
す

る
「
課
題
部
門
」
で
の
受
賞
で
す
。

　

献
立
は
「
麦
ご
は
ん
、
肉
団
子
の
そ
う

め
ん
蒸
し
、
高
菜
漬
け
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
和

え
、
具
だ
く
さ
ん
み
そ
汁
、
焼
き
の
り
、

牛
乳
」
で
す
。

　

献
立
を
担
当
し
た
阿
部
香
理
栄
養
教
諭

は
、
工
夫
し
た
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
肉
団

子
の
そ
う
め
ん
蒸
し
は
、
枝
豆
と
佐
賀
県

産
の
大
豆
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
加
え
、
か

み
ご
た
え
を
良
く
し
、
周
り
に
神
埼
産
の

そ
う
め
ん
を
つ
け
て
蒸
し
ま
し
た
。
和
え

物
の
高
菜
は
脊
振
産
の
も
の
を
使
用
し
、

み
そ
汁
の
具
、
の
り
も
神
埼
産
、
佐
賀
産

に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は

多
く
の
地
場
産
物
を
知
り
、
地
域
の
恵
み

を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
調
理
場
で
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ま
に
実
際
に
給
食
を
食
べ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

随
時
、
試
食
や
見
学
を
大
歓
迎
し
て
い
ま

す
。
試
食
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
ま
ず
は
お
電
話
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
・
学
校
長
期

休
業
中
の
試
食
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
試
食
時
間

　

午
前
11
時
30
分
以
降

○
試
食
代
金

　

２
３
０
円

　
　
子
育
て
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
を
新
設
！

～
神
埼
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
～

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

　

今
回
、
神
埼
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中

に
子
育
て
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
を
「
子
育
て

w
i
t
h
ね
っ
と
」
と
し
て
新
し
く
新
設
し

ま
し
た
。

　

子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
集
約
し
、妊
娠
、

出
産
、
育
児
サ
ー
ク
ル
、
予
防
接
種
、
病
院

（
救
急
）、
就
学
、
相
談
窓
口
な
ど
、
簡
単
に

今
知
り
た
い
情
報
を
検
索
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が

ペ
ー
ジ
を
見
て
み
た
く
な
る
よ
う
に
、
デ
ザ

イ
ン
も
一
新
。
ぜ
ひ
、
新
し
く
な
っ
た
ペ
ー

ジ
で
子
育
て
情
報
を
検
索
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

▲新設ホームページのイメージ
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神埼市青少年育成だより

「
輝
か
し
い
未
来
を
め
ざ
し
、
夢
と
希
望
を

も
ち
な
が
ら
今
を
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
」

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議　

☎
４
４
‐
２
１
５
４

―
第
10
回
青
少
年
主
張
大
会
―

　

１
月
30
日
、「
第
10
回
神
埼
市
青
少
年
主
張
大

会
」（
神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
主
催
、
神

埼
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
共
催
）
を
「
は
ん
ぎ
ー

ホ
ー
ル
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
児
童
、
生
徒

を
含
め
４
０
０
人
を
超
え
、
大
盛
会
の
主
張
大

会
に
な
り
ま
し
た
。

◆
応
募
者
１
，６
８
４
人

　

市
内
の
各
小
学
校
の
５
、
６
年
生
、
各
中
学

校
の
１
、
２
年
生
、
神
埼
高
校
の
１
、
２
年
生
、

神
埼
清
明
高
校
の
１
、
２
年
生
、
西
九
州
大
学

生
の
代
表
、
新
成
人
の
代
表
の
合
計
１
，６
８
４

人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、「
家
庭
生
活
や
学
校
生
活
の
中
で

の
経
験
か
ら
学
び
得
た
こ
と
」「
将
来
の
夢
」「
い

じ
め
の
な
い
社
会
に
」「
自
分
自
身
の
成
長
と
周

囲
へ
の
感
謝
」「
郷
土
愛
」
な
ど
多
様
で
す
。
広

く
社
会
に
目
を
向
け
る
と
と
も
に
自
分
な
り
の

意
見
を
強
く
訴
え
、
前
向
き
に
取
り
組
む
決
意

を
表
し
た
内
容
の
主
張
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

◆
司
会
・
進
行
も
生
徒
の
力
で

　

司
会
は
、
神
埼
清
明
高
校
２
年
生
の
小
副
川

涼
花
さ
ん
と
同
じ
く
１
年
生
の
井
手
葉
月
さ
ん

が
務
め
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
す
が
に
放
送
部
員
、

美
し
く
歯
切
れ
の
い
い
声
で
名
司
会
ぶ
り
を
発

揮
し
、
主
張
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
臨
機

応
変
の
対
応
を
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
て

く
れ
ま
し
た
。

◆
自
ら
の
体
験
か
ら
得
た力の

こ
も
っ
た
主
張

　

青
少
年
の
主
張
で
は
、
市
内
小
・
中
学
生
、

高
校
生
、
大
学
生
、
新
成
人
の
代
表
者
14
人
が
、

各
自
で
決
め
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
熱
の
こ

も
っ
た
力
強
い
主
張
、
自
ら
へ
の
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
出
演
と
し
て
神
埼
小
学
校
と

千
代
田
西
部
小
学
校
の
金
管
バ
ン
ド
の
皆
さ

ん
が
「
花
は
咲
く
」「
パ
イ
レ
ー
ツ
オ
ブ
カ
リ

ビ
ア
ン
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
市
の
区
長
会
、

自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
、
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
、
神

埼
地
区
の
保
護
司
会
、
少
年
補
導

員
連
絡
協
議
会
の
各
団
体
の
後
援
、

地
区
役
員
の
方
々
や
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（敬称略）  　

主 張 題 目 学 校 名 学年 氏 名
ボランティア活動をおこなって 千代田中部小学校 ６年 泉　　雄大

「十年後の私へのメッセージ」 千代田東部小学校 ６年 角田　結衣
「ぼくにできること」 千代田西部小学校 ６年 船津　湖白
動物と共に 脊振小学校 ６年 本間　遼平

『あいさつ』 神埼小学校 ６年 江頭　竜生
社会を明るくするために 西郷小学校 ６年 山口　達也
大好きな町仁比山 仁比山小学校 ６年 堤　貴和子
私が尊敬している人 神埼中学校 １年 直塚　里英
夢 千代田中学校 １年 莊山　翔太
おいしい給食に感謝して 脊振中学校 ２年 渡邉　　楓
いじめについて 神埼清明高校 １年 中野はづき
音楽の力 神 埼 高 校 ２年 田中あかり

「夢について」 西九州大学 ４年 鐘ヶ江 滉一
経験から得たもの　 新　成　人 代表 橋口　桃子
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進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

　

１
月
16
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
神
埼
市

中
央
公
民
館
の
調
理
室
で
「
男
性
の
料
理
教
室
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

初
参
加
６
人
、
10
年

間
連
続
で
の
参
加
者
も
含
め
て
22
人
。

　

メ
イ
ン
は
「
カ
レ
ー
」。
野
菜
は
一
日
３
５
０

ｇ
と
っ
て
欲
し
い
の
で
、
副
菜
と
し
て
簡
単
な

和
え
物
と
デ
ザ
ー
ト
。（「
大
根
と
み
ず
菜
の
サ

ラ
ダ
」「
小
松
菜
と
ハ
ム
の
和
え
物
」「
ミ
ル
ク

か
ん
」
の
３
品
）

　

神
埼
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
大
井
ト

シ
子
会
長
を
は
じ
め
、
６
人
の
講
師
の
指
導
を

受
け
て
、
千
切
り
、
み
じ
ん
切
り
、
い
ち
ょ
う

切
り
、
一
口
大
と
切
り
方
の
名
称
も
覚
え
「
優

し
く
教
え
て
も
ら
い
、
副
菜
と
の
バ
ラ
ン
ス
が

良
く
、
作
り
方
も
簡
単
で
美
味
し
か
っ
た
」
と

い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

以
前
は
、「
男
子
厨
房
に
入
ら
ず
」
と
言
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
は
男
性
も
料
理
を
す
る
時

代
･
･
･
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

自
立
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
楽
し
み
な
が
ら

料
理
を
し
て
、
人
の
輪
を
拡
げ
て
い
け
ま
す
。

こ
こ
で
経
験
し
た
事
は
、
い
つ
か
き
っ
と
役
に

立
つ
は
ず
！

　

次
回
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
い
う
ご
意
見

も
多
数
あ
り
、
今
回

の
料
理
教
室
も
皆
さ

ん
大
い
に
満
足
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
あ
り
が
と
う

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

神
埼
市
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
、11
月
14
日
を
「
あ
り
が
と
う
デ
ー
」

に
設
定
し
、
学
校
や
家
庭
、
職
場
や
地
域
な

ど
で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
人
に
「
あ

り
が
と
う
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
贈
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
小
学
生
の
作
品
の
中
か
ら

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
市
内
各
小
学
校
の
作

品
に
つ
い
て
は
、
３
月
15
日
（
火
）
ま
で
神

埼
市
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
お
と
う
さ
ん
へ
）

と
き
ど
き
お
ひ
る
の
と
き　

お
す
し
と
か
お

さ
し
み
を
つ
く
っ
て
く
れ
て　

あ
り
が
と

う
。
あ
り
が
と
う
。

�

神
埼
小
学
校 

１
年　

く
り
や
ま 

か
な
と

（
お
と
う
さ
ん
へ
）

お
と
う
さ
ん
、
土
・
日
の
や
き
ゅ
う
の
か
ん

と
く
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
か
ん
と
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

�

仁
比
山
小
学
校 

２
年　

た
か
お 

け
い
と

（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
へ
）　

い
つ
も
し
ょ
う
ぎ
と
か
お
せ
ろ
と
か
で
あ
そ

ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
あ

そ
ん
で
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

千
代
田
中
部
小
学
校 

２
年　

よ
し
だ 

あ
ず

（
じ
い
じ
へ
）

こ
の
ま
え
は
、
こ
う
え
ん
へ
つ
れ
て
い
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
や
さ
し
く
す
る
じ
い

じ
だ
い
す
き
。

�

西
郷
小
学
校 

３
年　

大
川 

新
菜

（
は
ん
ち
ょ
う
さ
ん
へ
）

い
つ
も
学
校
ま
で
つ
れ
て
い
っ
て
あ
り
が
と

う
。
は
ん
に
お
く
れ
た
と
き
、
む
か
え
に
き

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

�

神
埼
小
学
校 

４
年　

川
本 

遥
陽

（
見
守
り
た
い
の
人
へ
）

毎
朝
、
暑
く
て
も
寒
く
て
も
横
断
歩
道
に

立
っ
て
く
れ
て
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。  

千
代
田
東
部
小
学
校

�

４
年　

は
ま
の
と
も
の
ぶ

（
お
父
さ
ん
へ
）

毎
朝
、早
く
起
き
て
空
手
の
ビ
デ
オ
を
見
て
、

悪
い
と
こ
ろ
を
お
し
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。

�

西
郷
小
学
校 

５
年　

吉
浦 

天
暁

（
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
）

ご
は
ん
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ご
は
ん
は
元
気
を
た
く
さ
ん

く
れ
る
よ
。　

�

千
代
田
西
部
小
学
校 

５
年　

川
越 

美
緒

（
お
母
さ
ん
へ
）

い
つ
も
学
校
の
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
今
日
は
何
を
話
そ
う
か
な
と
毎
日

楽
し
み
で
す
。

�

千
代
田
東
部
小
学
校 

６
年　

橋
本 

孝
太

（
お
母
さ
ん
へ
）

毎
日
笑
顔
で
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
見

送
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
元
気
が
出
ま

す
。

�

脊
振
小
学
校 

６
年　

伊
藤 

花
怜
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◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

吉野ヶ里　遊・学・館　～３月の「野菜の日」～

◆８日（火）9：00 ～
　「菜の花漬けのちらし寿し」をおふるまい
　（先着50人）
◆18日（金）9：00 ～
　「お楽しみ抽選会」（先着50人）
　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント
◎新規会員（出品者）を募集しています。
　詳しくはお問い合わせください。　

採れたて野菜
販売中！

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00 ～ 18：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53-8587

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 17：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51-9020

高取山公園「わんぱく館」

　子育てに関する相談にのったり、親子で参加する様々な取り組みや講座などの学習機会、地域の情報などを提供し、家庭
教育を応援するチームです。また、学校支援のボランティアもコーディネートしています。

と　き 内　　　容 ところ

３月13日（日）  　
10：00 ～ 11：30

臨床心理士 『吉村先生を囲んで座談会』
子どものことでお悩みの方、どんな小さい事でもかまいません。
お話しませんか。（※秘密は守られます）

神埼市中央公民館
１階和室

３月14日（月）
10：30 ～ 14：30

ほっとサロン（ご都合のよい時間にどなたでもお気軽にどうぞ）
どなたでもお気軽にお越しください。時間のある方はおにぎり
を持ってきて一緒に食べませんか。
11：00 ～ 11：30は「オカリナ演奏」がありますよ♪

３月28日（月）  　
10：30 ～ 14：30

ほっとサロン
午前中は、英語教室をされている島村芙美子先生をお迎えして

「英語で遊ぼう」を開催します。お一人でもお気軽にどうぞ。
※どなたでも参加は自由です。皆さんの参加をお待ちしています。
　詳細は「おむすび３月号」（脊振公民館、神埼市役所、千代田支所、保健センターなどに設置）をご覧ください。
◎問い合わせ　神埼市教育委員会　おむすびチーム　☎44-2731

地域と家庭と学校の子育て応援団　おむすびチームからのお知らせ

水車の里遊学館ギャラリー
とき・ところ 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催

３月９日（水）
13：30 ～ 15：00

楽しい絵手紙　体験してみませんか？
初めての方、お気軽にどうぞ♪

200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル　根っこの会
　原　寿巳子　山口　政子

◎申込・問い合わせ　水車の里遊学館　☎53-8884　建設課　都市計画係　☎37-0103

２階ギャラリーで作品展を開催しませんか？
個人、団体、どなたでも！！

※希望される方は、使用日の10日前までに
申込書を提出してください。

◆開館時間　９：30 ～ 16：00
◆３月の休館日　毎週火曜日

　季節の野菜をご用意してお待ちし

ています。

◆新規会員（出品者）を

　募集しています。

・年会費

　4,000円

◎申込・問い合わせ

　高取山公園

　☎51-9020

※詳しくは「高取山公園わんぱく館」

までお問い合わせください。



24市報かんざき 2016. ３月号

有
料
広
告

有
料
広
告

日 曜日 催　　物 開演 入場料 主　　催

3月6日 日 佐賀県立神埼高等学校吹奏楽部
第８回定期演奏会 14:00 500円 

（小学生以上）
佐賀県立神埼高等学校吹奏楽部
顧問　角田　☎52-3118

3月13日 日 第20回PIARAピアノコンクール
in西日本大会 13:30 市民・会員無料 ＰＩＡＲＡピアノコンクール東京、

九州、山口事務局　☎31-2273

3月21日 月・祝 日舞の会『神埼市文化連盟』 11:30 1,000円 神埼市文化連盟
山﨑　☎52-1463

3月26日 土 劇団はぐるま座「峠三吉、原爆展物語」
神埼公演 13:30

【前売券】
一般3,000円

（当日券は500円増）
大学生2,000円

（当日券は500円増）
中高生1,500円

（当日券は300円増）
小学生800円

（当日券は200円増）

｢峠三吉原爆展物語｣ 神埼公演実行
委員会　細川　☎26-5882

※催物の内容等については、主催者へお問い合わせください。
◎問い合わせ　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44-2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

○と　き　３月 12 日（土）　19：00 ～ 20：00
○ところ　はんぎーホール　ホワイエ
○出演者　西九州大学　音楽サークル
　　　　　・VoCE（ヴォーチェ）
　　　　　・和太鼓サークル「堂打」
○曲　目　「VoCE」♪時の流れに身をまかせ、上を向いて
　　　　　　　　     歩こう、赤いスイートピー♪ほか
　　　　　「堂  打」♪帆柱起こしの歌、遊美、堂打♪ほか

◎問い合わせ
　神埼市中央公民館　☎53-2325

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！

▲２月は「Ｋ-Ｏne's Heart」のバンド演奏に
　よる歌でした。

♬出演してくださる方を随時募集しています。お気軽にお問い合わせください。　♬入場無料

♪元気な歌声が聞けて楽しかったです。

♪とってもアットホームで良かったです。

♪演奏される方がとても楽しそうにしていらっ

　しゃるのがよく伝わりました。

[ 出演者から一言 ]
VoCE：昭和の名曲をたくさん歌うのでゆっくり聴いて、一緒
　　　 に楽しんでください。
堂打：私たち和太鼓サークル「堂打」は、日ごろからこのよ
　　　うな地域の催しごとなどに出演させていただいていま
　　　す。これからもこのような縁を大切にしていきたいと
　　　思います。

どう   だ
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３月のおすすめの本 
「本を読む人だけが

手にするもの」
 藤原和博／著　日本実業出版社

「大村智ものがたり
－苦しい道こそ楽しい人生－」

馬場錬成／著　毎日新聞出版

　本を読むことで何か得すること
はあるのでしょうか。本を読むこ
とでどんな力が身につくのか、そ
んな疑問に答えてくれます。

　ノーベル賞受賞！大村智先生
が教えてくれた「挑戦すること」
のすばらしさと「人との出会い」
の大切さ。大村先生からのメッ
セージがあります。

　「家読（うちどく）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話してみませ
んか。これが「家読（うちどく）」です。
　神埼市立図書館には、家読オススメの本がありますよ。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先

神埼市立図書館
（中央公民館２階）

9：00 ～ 18：00

火曜日・祝日 神埼市立図書館
☎53-2304

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階） 祝日・土・日曜日 社会教育課

☎44-2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階） 祝日・日曜日 脊振分館

☎59-2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

◆３月のおはなし会◆
○とき　３月13日（日）
　　　　午前10時30分～
○ところ　神埼市中央公民館　２階和室

市内読み語りボランティアグループのご紹介

　読み語りボランティアグループの皆さんは、地域のおは

なし会や市内の小学校など多方面で活躍されています。

　また、図書館の毎月おはなし会にも出演していただいて

います。ありがとうございます。

★おはなしＴｉｏ

☆神埼くまんこ

★神埼小おはなし会おひさま

☆西郷小おはなし宝箱

★すぎの子文庫

☆竹の会

★千代田おはなし会ケムケム

☆マザーグースの会

★ラ・神埼

▲鳥羽院地区おはなし会

▲ボランティア交流会

▲スタンプキャンペーン抽選の様子



26市報かんざき 2016. ３月号

「３月は自殺対策強化月間です」
　例年、３月は自殺者が最も多いことから自殺対策
強化月間と定められています。
　日本の年間自殺者は、近年、減少をしているもの
の、平成26年は25,427人と深刻な状況が続いてい
ます。年齢別では60代が最も多く、続いて40代、
50代、さらに20代～ 30代の若い世代においても少
なくない状況です。
　仕事や家庭、健康面や経済的な悩みなど、誰もが
さまざまなストレスを抱えており、このような悩み
がいくつも積み重なった場合、やがて「うつ病」な

どの心の病気を引き起こしてしまいます。心の病気
は自殺へと向かう大きな原因となります。うつ病に
は、下記のような兆候がみられます。もしも、心や
体に変調があれば、少しでも早く周囲の人や専門機
関などに相談してください。
　また、心の病気を防ぐには、ストレスを溜め込まず、
自分なりの方法を見つけ、ストレスを発散すること
が大切です。

◎問い合わせ　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

～ストレスの多いあなたへ～
□理由もなく悲しい・憂うつな気分
□何事にも興味がわかず、楽しくない
□疲れやすい、元気が出ない
□なかなか寝付けない

～周囲の人へ～
□表情が暗く、元気がない
□体調不良を訴えることが増えた
□人付き合いを避けるようになった
□遅刻や欠勤をするようになった

【相談機関】
・佐賀いのちの電話　☎34-4343
　（毎日24時間）
・佐賀県自殺予防夜間相談電話
　☎0120-400-337
　（毎日１：00 ～７：00）
・佐賀こころの電話　☎73-5556
　（平日９：00 ～ 16：00）
・佐賀中部保健福祉事務所
　☎30-1691（平日８：30 ～ 17：15）
・佐賀県精神保健福祉センター
　☎73-5060（平日８：30 ～ 17：15）

神埼市子育て支援センターだより 申込締切日は開催日の3日前まで。（電話申込可）
予約多数の場合、お断りする場合があります。

＊ひだまりの会＊（対象：生後6 ヶ月からの未就園児）
＊３月のママサロン＊と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ

３月

3日（木） 全年齢児 おひなさま作り

千代田町保健センター

10日（木） 0,1歳児
リズム遊び

17日（木） 2歳以上児
24日（木） 全年齢児 思い出作品作り

４月
7日（木）

全年齢児
みんなで遊ぼう

14日（木） おおきくなったかな

と　き ところ
1日（火）

千代田町保健センター
8日（火）

15日（火）

22日（火）

　子育て支援センタ－では、子育て支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。子育てについ
て迷ったり悩んだりは誰にでもあります。電話や窓口などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談、お
問い合わせください。
◎申込・問い合わせ　神埼市子育て支援センター（千代田町保健センター内）　☎44-4908

※いずれも10：00～11：30で開催。

※ひだまりの会の詳しい内容は市のホームページでご覧になれます。

10日（木）・17（木）…リズ
ムダンス研究会の持丸先生を
お招きして、リズム遊びをし
ます。子どもと一緒にリズム
に合わせて体を動かしたり、
ママたちがリフレッシュでき
るようなダンスの時間も用意
しています。動きやすい服装
で参加してください。

３日（木）…桃の節句に
一緒におひなさま飾りを
作りましょう。

24日（木）…今年度最後の
ひだまりの会です。ママと一
緒に思い出になる作品を作り
ましょう。

♪健康コラム♪
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こども健康カレンダー（３月１日～４月15日）
と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

３月

７日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30

神埼町保健センター

１歳未満の乳児

８日（火） ことばの相談（要予約） 13：30～16：30 １歳～就学前の幼児

14日（月） 乳幼児相談  ９：30～11：00 ０歳～就学前の乳幼児

18日（金）
1歳6か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成26年７月～８月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 １歳６か月健診後～４歳未満児

23日（水）
3歳児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター

平成24年６月～７月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 １歳６か月健診後～４歳未満児

25日（金） 3～4か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30 平成27年11月～ 12月生

28日（月） 乳幼児相談  ９：30～11：00 ０歳～就学前の乳幼児

４月
11日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30

神埼町保健センター
１歳未満の乳児

12日（火） ことばの相談（要予約） 13：30～16：30 １歳～就学前の幼児

☆フッ化物塗布のご予約は、問い合わせ先までお願いし
ます。

　(1歳6か月児健診および3歳児健診では、希望者全員
に実施します)

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　（神埼町保健センター）　　☎51-1234
　　　　　　　（千代田町保健センター）　☎44-2021

※診療時間　午前９時から午後５時まで
月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

３月6日

（日）

西谷クリニック
吉野ヶ里町大曲1507－1
☎52－3139（内）

福嶋内科医院
千代田町境原2496－3
☎44－2141（内・小）

３月13日

（日）

松本医院
吉野ヶ里町三津751－9
☎52－4185（内・小）

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52－2022（外・内・胃・整外）

３月20日

（日）

おおつぼ内科医院
神埼町本堀3199－1
☎52－3130（内）

しらいし内科
神埼町城原1256－1
☎52-3848（内・循）

３月21日

（月・祝）

中尾胃腸科医院
神埼町田道ヶ里2284-1
☎52－3295（外・整外・胃・内）

南医院
千代田町直鳥808－1
☎44－2777（外・胃・整外）

３月27日

（日）

栗並医院
神埼町枝ヶ里76－1
☎52－2977（内）

和田記念病院
神埼町尾崎3780
☎52－5521（内・胃・小）

４月３日

（日）

目達原整形外科
吉野ヶ里町吉田2900
☎52－3717（整外）

古賀内科
千代田町境原282－2
☎44－2311（内・小・胃）

４月10日

（日）

なかしま整形外科クリニック
神埼町本堀2934－25
☎51－1430（整外）

和田病院
千代田町嘉納1319－18
☎44－2046（内・小）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告

日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医
子育てサポートをしてみませんか
～母子保健推進員を募集中！～

　市では、現在31人の母子保健推進員が市長の委嘱

を受け、安心して子育てできる地域づくりを目指し

て活動しています。

　活動内容は、赤ちゃん訪問や育児支援教室のお手

伝い、定例会や研修会への参加などです。

　市では、母子保健推進員になってくださる方を募

集中です。年齢、資格は問いません。

　子育てをサポートする

仲間とともに、子ども達

の笑顔と明るい神埼市の

未来のために活動してみ

ませんか。

◎問い合わせ　

　健康増進課　母子保健係

　（神埼町保健センター）　☎51-1234
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８
︶
ま
で

佐
賀
県
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
の
参
加
者

ふ
る
さ
と
納
税
応
援
事
業
者

若
者
定
住
賃
貸
住
宅
入
居
者

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

有
料
広
告

有
料
広
告

　

神
埼
市
で
は
市
の
特
産
品
を
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化

と
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼

の
品
を
提
供
い
た
だ
け
る
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

事
業
者
お
よ
び
商
品
の
条
件
等
ご

確
認
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
神

埼
市
ふ
る
さ
と
納
税
応
援
事
業
者
募

集
要
項
」
お
よ
び
「
申
込
用
紙
」
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
政
策
推
進
室
で

も
配
布
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
資
格

①
本
社
、
ま
た
は
事
業
所
を
市
内
に

有
す
る
法
人
や
個
人
事
業
者

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

※
そ
の
他
、
募
集
要
項
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

○
応
募
商
品

①
食
料
品

②
非
食
料
品

③
サ
ー
ビ
ス
・
役
務
等

※
そ
れ
ぞ
れ
に
条
件
が
あ
り
ま
す
。

○
そ
の
他
の
要
件

・
商
品
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

お
よ
び
ク
レ
ー
ム
は
原
則
事
業
者

の
責
任
で
対
応

・
発
注
後
、
５
日
以
内
の
納
品
が
可

能
な
も
の
。
た
だ
し
、
季
節
・
期

間
・
数
量
な
ど
限
定
商
品
に
つ
い

て
は
、
提
供
期
間
等
を
明
ら
か
に

し
て
お
く
こ
と
。

○
商
品
の
価
格
帯
（
税
込
・
送
料
を

含
ま
な
い
）

・
２
，５
０
０
円
未
満
の
も
の

・
２
，５
０
０
円
以
上
５
，０
０
０
円

未
満
の
も
の

○
申
込
方
法

　

次
の
①
～
④
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

①
提
案
申
込
書

②
誓
約
書

③
商
品
実
物
・
梱
包
時
の
写
真
お
よ

び
デ
ー
タ

④
納
税
証
明
書

※
そ
の
他
、
募
集
要
項
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
商
品
選
考
後
、
応
募
事
業
者
に
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

○
募
集
期
間　

随
時　

※
た
だ
し
、
商
品
の
選
考
等
は
年
２

回
区
切
っ
て
行
い
ま
す
。

申
・
問

政
策
推
進
室　

政
策
推
進
係

　

☎
３
７
︲
０
１
２
１

　

脊
振
町
の
市
営
若
者
定
住
賃
貸
住

宅
の
、
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
戸
数　

１
戸

○
申
込
書
の
配
布

　

３
月
１
日
（
火
）
か
ら
建
設
課
で

配
布

○
受
付
期
間

　

３
月
７
日
（
月
）
～
18
日
（
金
）

　

平
日
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
建
設
課
で
受
け
付
け
）

○
主
な
申
込
資
格

・
申
込
者
が
申
込
時
に
満
40
歳
以
下

で
あ
る
こ
と
。

・
申
込
者
の
所
得
が
１
５
０
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と
。

・
同
居
し
よ
う
と
す
る
配
偶
者
が
い

る
こ
と
。

・
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

・
申
込
者
ま
た
は
同
居
人
が
暴
力
団

員
等
で
な
い
こ
と
。

※
そ
の
他
の
申
し
込
み
詳
細
条
件
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
選
考
方
法

　

入
居
資
格
を
有
す
る
方
の
中
か
ら

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

申

・
問

建
設
課　

建
設
管
理
係

　

☎
３
７
︲
０
１
０
３

　

次
の
日
程
で
献
血
バ
ス
が
来
ま
す
。

事
前
の
予
約
な
ど
は
不
要
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

３
月
11
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
場
所

　

千
代
田
支
所　

正
面
玄
関

○
要
件

　

献
血
バ
ス
で
は
、
４
０
０
ml
献
血

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
４
０
０
ml

献
血
が
で
き
る
の
は
、
17
歳
～
69
歳

の
男
性
、
ま
た
は
18
歳
～
69
歳
の
女

性
で
、体
重
が
50
㎏
以
上
の
方
で
す
。

※
65
歳
～
69
歳
ま
で
の
方
は
、
60
歳

～
64
歳
ま
で
に
献
血
の
経
験
が
あ

る
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

問

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

☎
５
１
︲
１
２
３
４

○
と
き　

５
月
22
日
（
日
）

○
と
こ
ろ

　

唐
津
市
、
伊
万
里
市
、
玄
海
町
、

有
田
町
お
よ
び
佐
賀
市
の
各
施
設

○
内
容

・
交
流
大
会
17
種
目
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● 

お
知
ら
せ 

●

神
埼
歩
こ
う
会　

会
員

祝　

神
埼
市　

市
制
10
周
年　
　

　
　
　

神
埼
市
民
応
援
Ｄ
Ａ
Ｙ

第
39
回
佐
賀
県
消
防
職
員　
　

　

　

　

意

見

発

表

会

放

送

大

学
　

４

月

生

有
料
広
告

有
料
広
告

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

　

毎
月
１
回
市

内
・
外
で
10
㎞

程
度
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
の

方
は
左
記
の
日

程
で
行
わ
れ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
例
会
に
参
加
さ
れ
る

か
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

３
月
５
日
（
土
）

　

午
前
９
時
集
合

※
弁
当
持
参
、雨
天
時
は
原
則
中
止
。

　

第
40
回
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
佐
賀
大
会
最
終
戦
と
な
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
熱
い
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時　

３
月
12
日
（
土
）

　
（
開
場
）
午
後
２
時
～

　
（
試
合
）
午
後
３
時
～

○
場
所　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館

○
組
み
合
わ
せ

　

ト
ヨ
タ
紡
織
九
州

　

レ
ッ
ド
ト
ル
ネ
ー
ド　

対

　

北
陸
電
力
ブ
ル
ー
サ
ン
ダ
ー

○
イ
ベ
ン
ト

　

Ｂ
級
グ
ル
メ
販
売
、
サ
イ
ン
会

○
料
金

　

神
埼
市
民
特
別
試
合
観
戦
料
金

・
一
般　

５
０
０
円

　
（
通
常　

１
，
０
０
０
円
）

・
中
高
生　

２
０
０
円

　
（
通
常　

５
０
０
円
）

※
小
学
生
以
下
は
無
料

※
当
日
は
、
神
埼
市
民
受
け
付
け
を

準
備
し
ま
す
。
受
け
付
け
の
際
に

　
「
地
域
住
民
の
命
を
守
る
た
め
に
、

何
が
で
き
る
の
か
」
県
内
の
５
つ
の

消
防
本
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
14
人
の

消
防
職
員
が
消
防
や
救
急
な
ど
の
職

務
を
通
じ
て
、
体
験
し
感
じ
た
こ
と

を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
消
防
職
員
と
し

て
心
に
期
す
る
思
い
や
抱
負
を
発
表

し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

入
場
は
無
料
で
す
。

○
日
時　

４
月
12
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
12
時
30
分

○
場
所

　

グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ　

　

フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ル

○
発
表
者　

消
防
職
員
14
人

問

佐
賀
県
消
防
長
会
事
務
局
（
佐
賀

広
域
消
防
局
総
務
課
内
）

　

☎
３
３
︲
６
７
６
３

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、壮
年
サ
ッ
カ
ー
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
、
武
術
太
極
拳
、
年

齢
別
テ
ニ
ス
、
年
齢
別
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
マ
ス

タ
ー
ズ
陸
上
競
技
、
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
、オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、

ハ
イ
キ
ン
グ
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
卓

球
バ
レ
ー
、ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
・
デ
ィ

ス
タ
ン
ス

・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

無
料
体
験

○
応
募
期
限　

４
月
８
日
（
金
）

○
参
加
料

・
交
流
大
会

　

大
人
８
０
０
円
・
子
ど
も
（
小
学

生
以
下
）
４
０
０
円
と
し
、
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
で
減
額
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、半
額
と
な
り
ま
す
。

○
申
込
方
法

・
交
流
大
会

　

専
用
の
申
込
用
紙
に
記
入
後
、
参

加
料
を
添
え
て
神
埼
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

　

当
日
、
現
地
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
・
問

社
会
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係　

☎
４
４
︲
２
７
３
１

集
中
で
す
。
同
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か

ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お

持
ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な

く
、
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で

き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
、
１
２

４
単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、

学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得
で

き
ま
す
。

○
出
願
期
間　

　

３
月
20
日
（
日
）
ま
で

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問

放
送
大
学
佐
賀
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
２
︲
３
３
０
８

○
集
合
場
所
　

　
Ｊ
Ｒ
神
埼
駅
改
札
口
前

○
行
き
先　

牛
津
：
牛
尾
梅
園

○
距
離　

約
８
㎞

○
会
費
（
一
般
）　

２
０
０
円

問

江
頭　

☎
５
２
︲
３
８
６
６

「
神
埼
市
民
で
す
」
と
係
員
に
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

問

レ
ッ
ド
ト
ル
ネ
ー
ド
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

☎
５
２
︲
８
５
５
５
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中
小
企
業
向
け
出
張
金
融
相
談

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。

※
要
予
約

○
と
き　

３
月
28
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
原
則
毎
月
第
４
月
曜
日
、
１
回

50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０
︲
６
２
９
６
︲
７
５
５
０

○
と
き　

３
月
10
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
と
こ
ろ

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所

○
対
象
者

　

神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町
で
農
業
を

始
め
た
い
方

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申

・
問

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区　

園
芸
課

　

☎
５
３
︲
３
７
６
７

募集種目 受験資格 受付期間 試験日 試験場所
自衛官候補生

（男子）
18歳以上27歳未満の方

（学歴不問） 随時受付中 決定後お知らせします 目達原駐屯地

一般幹部候補生
（一般）

22歳以上26歳未満の方
（細部はお問い合わせください）

５月６日（金）まで

５月14日（土）
５月15日（日） 佐賀大学

（予定）一般幹部候補生
（歯科・薬剤）

20歳以上30歳未満の方
（専門大学卒見込み含む） ５月14日（土）

予備自衛官補
（一般）

18歳以上34歳未満の方
（学歴不問）

４月８日（金）まで ４月16日（土）
（予定）

目達原駐屯地

予備自衛官補
（技能）

18歳以上55歳未満の方
（資格保有者） 健軍駐屯地

◎問い合わせ　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942-83-4077
　　　　　　　市長公室　秘書広報係　☎37-0088自衛官説明会案内自衛官説明会案内自衛官説明会案内

平和を仕事にする

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
︵
☎
３
７
︲
０
０
８
８
︶
ま
で

● 

相　

談 

●

佐
賀
県
立
盲
学
校　
　
　

﹁
目
の
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
あ
い
﹂

○
相
談
日
時

　

毎
週
月
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
、
学
校
行
事

等
に
よ
る
代
休
を
除
く
）

○
相
談
場
所　

佐
賀
県
立
盲
学
校

○
費
用　

無
料

○
対
象
者

　

佐
賀
県
信
用
保
証
協
会
で
は
、
毎

月
金
融
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

保
障
審
査
担
当
職
員
が
各
地
区
に

出
張
し
て
、
お
申
し
込
み
に
関
す
る

相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
返
済
の
見
直

し
や
経
営
課
題
の
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
気
軽
に
こ
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
相
談
料
な
ど
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

○
と
き　

３
月
22
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

本
所

　
（
☎
５
２
︲
７
１
３
１
）

問

佐
賀
信
用
保
証
協
会　

業
務
一
課

　

☎
２
４
︲
４
３
４
２

有
料
広
告

有
料
広
告

　

見
え
に
く
さ
や
見
え
な
い
こ
と
に

よ
る
悩
み
や
不
安
を
持
つ
方
お
よ
び

そ
の
ご
家
族
、関
係
者
の
方
。
な
お
、

乳
幼
児
か
ら
成
人
ま
で
年
齢
は
問
い

ま
せ
ん
。

○
相
談
方
法

　

対
面
相
談
を
行
い
ま
す
が
、
電
話

や
メ
ー
ル
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
は
、

同
校
へ
の
転
入
学
を
前
提
と
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

予

・
問

佐
賀
県
立
盲
学
校

　

☎
２
３
︲
４
６
７
２

　

メ
ー
ル
：

　

m
ougakkou@

m
ail.saga-ed.jp

子
育
て
サ
ロ
ン﹃
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
﹄

○
と
き
・
内
容

【
３
月
】（
毎
週
火
曜
日
開
催
）

・
１
日　

ひ
な
飾
り
作
り

・
８
日　

お
散
歩
に
行
こ
う
！

・
15
日　

す
く
す
く
記
録
会
＆
園
庭

開
放
日

・
22
日　

ひ
よ
こ
C
a
f
é
（
み
ん

な
で
楽
し
く
お
は
な
し
し
ま
し
ょ

う
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
予
約
不
要
。
時
間
内
は
随
時
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問

大
立
寺
幼
稚
園
・
子
ど
も
の
家
保

育
園　

☎
４
４
︲
３
１
４
４
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くらしの相談（行政書士会　東部支部）

行政・人権相談

家庭児童相談・母子父子自立支援相談

もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

３月
4日（金）

10：00～12：00

神埼市役所 １－１会議室
11日（金） 千代田支所 ２－３会議室

４月
1日（金） 神埼市役所 １－１会議室
8日（金） 千代田支所 ２－３会議室

○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

３月
8日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室

11日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
28日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 １－１会議室

４月
8日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室

12日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
18日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望
　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど

◎問い合わせ　神埼市役所　市長公室　　　☎37-0088
　　　　　　　千代田支所　総合窓口課　　☎44-2111
　　　　　　　脊振支所　　総合窓口課　　☎59-2111

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
父子家庭等・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽
にご相談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00 ～ 16：00
○ところ・問い合わせ
　神埼市役所　福祉課　☎37-0110

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　３月４日（金）15：00 ～ 17：00
○ところ　千代田町保健センター
○定　員　３人（１人40分程度）
※予約が必要です（当日11：00まで受付）
◎予約・問い合わせ
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37-0111

　いじめや不登校・しつけなど、学校や家庭生活の中での心
配ごとや悩みごとなど、ひとりで悩まないで気軽にご相談く
ださい。秘密は厳守します。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く） 8：30 ～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44-5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30 ～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44-2384

司法書士無料相談

消費生活相談

生活困窮の相談窓口

○と　き　３月17日(木）  10：00 ～ 12：00
○ところ　神埼市役所　１－１会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　３月14日（月）まで
◎問い合わせ
　市長公室　秘書広報係　☎37-0088

　仕事や生活のことでお困りの方、借金でお悩みの方、病気
や障がい、その他さまざまな理由で経済的にお困りの方、ひ
とりで悩まないでお気軽にご相談ください。専門知識を有し
た相談支援員が、あなたに寄り添いながら他の専門機関と連
携し、解決に向けともに考えます。
◎申込・問い合わせ　神埼市生活自立支援センター　
　☎97-6730（千代田町福祉センター内）

と　き　 ところ・問い合わせ
毎週火・金曜日

  9：00～12：00
13：00～15：00

神埼市役所  商工観光課  ☎37-0107

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37-0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942-96-5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52-2181

毎　　日   9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24-0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談可能です。

アバンセの女性総合相談
【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　３月５日（土）、17日（木）
　　　　　13：00 ～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　３月19日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ
　アバンセ女性総合相談　☎26-0018

○とき　　３月17日（木）　13：30 ～ 16：30
○ところ　千代田町福祉センター
○受付　　３月15日（火）まで　　※要予約
○定員　　６人（１人30分）
◎問い合わせ
　神埼市社会福祉協議会　千代田支所　☎44-3121

弁護士無料法律相談（社会福祉協議会）
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新庁舎建設・脊振町複合施設建設検討委員会を設置しました

　新庁舎建設および脊振地域の拠点となる脊振町複合
施設建設に向け、基本構想や基本設計などに関する重
要事項について、協議・検討を重ねるため、市民や有
識者を交えた「神埼市新庁舎建設検討委員会」と「神
埼市脊振町複合施設建設検討委員会」をそれぞれ設置
しました。
　これまでの両施設の建設については、平成27年５
月に市役所内部に部長級の職員による庁内検討委員会
を設置し、検討を重ねてきました。新庁舎に関して
は、この庁内検討委員会で「神埼市新庁舎建設基本構
想（案）」をまとめ、今後はこの案をたたき台として市
民の皆さまや有識者の方の意見を反映するため「神埼
市新庁舎建設検討委員会」で、基本構想の策定に向け、
協議、検討を重ねることとします。
　また、脊振町複合施設に関しては、今後、庁内検討
委員会において基本構想（案）を取りまとめ、市民の
皆さまや有識者の方の意見を反映するため「神埼市脊
振町複合施設建設検討委員会」で協議、検討を重ねる
こととしています。

【今後の予定】
新庁舎建設 脊振町複合施設

①基本構想策定 平成27年度中 平成27年度中
②基本計画策定 平成28年度中 平成28年度中
③基本設計 平成28年度中 平成29年度中

【第１回委員会の内容】
　２月９日にそれぞれ第１回の委員会を開催し、ま
ず、各委員に松本市長から委嘱状が交付されました。
その後、委員長および副委員長の選任について、審
議がなさました。新庁舎建設検討委員会の委員長に
は佐賀大学大学院工学系研究科の有馬隆文教授、副
委員長に西九州大学健康福祉学部の米田郁夫教授が、
また、脊振町複合施設建設検討委員会の委員長には
西九州大学リハビリテーション学部の長尾哲男教授、
副委員長に県建設技術支援機構技術部の石原克樹副
部長がそれぞれ選任されました。
　さらに、これまでの経緯や今後のスケジュールな
どを議題とし、活発な意見がだされました。
　この両委員会での内容は、市のホームページで公
開しています。

（http://www.city.kanzaki.saga.jp/main/5164.html）

◎問い合わせ　企画室　企画係　☎37-0102

▼脊振公民館

▲脊振診療所
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 神埼市オリジナルナンバープレート（原付）のデザイン決定！

晴ればれ　小鹿ファームと角田さん

私たちの声を届けるために･･･ 税金をもっと身近に！租税教室を開催

　平成28年３月の神埼市合併10周年を記念し、原
動機付自転車(原付)オリジナルナンバープレートの
デザインを募集したところ、合計33点の応募をい
ただきました。
　その中から最優秀作品１点、優秀作品４点を選定
し、最優秀作品を神埼市オリジナルナンバープレー
トのデザインに決定しました。（敬称略）
◆最優秀作品　原 康博（市内通勤）
◆優秀作品
　・古賀真純　　　・高垣愛里子
　・剣菱那菜　　　・真武文浩
　選定委員会の山田直行委員長からは「最優秀賞の
作品は、流れる川をイメージした緑と青の造形が、
市の豊かな自然を感じさせ、七色の虹がアクセント
として未来への夢と希望を表していると感じまし
た」という講評をいただきました。
◎問い合わせ　
　税務課　市民税係　☎37-0114

　２月２日、グランデはがくれで平成27年度佐賀
農業賞の表彰式が開催されました。神埼市からは「農
事組合法人小鹿ファーム」が組織・集団の部で最優
秀賞と農林水産大臣賞を、また、角田正弘さん（千代
田町小森田）が若い農業経営者の部で優秀賞を受賞。
　小鹿ファームでは、米、麦、大豆に加えキャベツ
の複合経営に取り組まれ、先進的な農業経営が行わ
れています。また、角田さんはアスパラガスを栽培

し、さらに情報収集と販売促進に力を注がれ地域農
業振興の担い手として期待されています。

　今回の受賞者
が中心となり、
市の農業がさら
に発展すること
を期待します。

○交付開始日　３月22日（火）～
○交付場所　本庁および各支所の総合窓口課
○手続きに必要なもの
　（初めて標識を取得する車体の場合）
・販売証明書、印鑑
　（名義変更の場合）
・標識、廃車証明書もしくは譲渡証明書、印鑑
　（現在の標識から交換する場合）
・標識、印鑑
※同一車両での交換は１回のみです。
※詳しくは、お問い合わせください。

　小学生に税金のことを知ってもらおうと、12月
から１月にかけて脊振小学校、西郷小学校、千代田
中部小学校で租税教室を開催しました。
　各小学校の６年生約90人が、市の税務課職員か
ら税金の種類などの説明を受け、さらに税金が無く
なった世界を描いたアニメーションを鑑賞。その後、

実際の１億円と同じ大き
さ、重さの見本を体験し、
税金１億円の使い道を話
し合いました。
　授業終了後には「１億
円は重たかった。授業を
通じて、税金がなぜ必要
なのかもわかった」との
感想が聞かれました。

　１月20日、神埼清明高校で市の選挙管理委員会事
務局職員を講師に出前講座が開催されました。
　講座では、18歳選挙権を主なテーマとして、選挙
の大切さや選挙運動をする際の注意点などについて
説明。今年の夏の参議院選挙から初めて投票する見
通しの高校３年生約150人が講義を受けました。
　講義の終了
後には模擬投
票 も 行 わ れ、
実際の選挙の
流れを体験し
ました。授業
を通して、生
徒からは「選
挙は自分たちの将来を決めるものであり、投票に行
くことで世の中をよくしていきたい」という意見が
あがっていました。

（白色：50cc、黄色：90cc、桃色：125cc）
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ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀
MY DEAR　神埼

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ

　すでに、ニュースや新聞でも取り上げて頂いたの
でご存知の方も多いかもしれませんが、インター
ネットの動画配信サービス「ユーストリーム」を使っ
て一年間に配信された番組の中から一番面白い番組
を見ている人の投票で決める「ユーストリーム大賞
2015」で「MY DEAR 神埼」が全国で第２位に選
ばれ、１月26日、東京のソフトバンク本社で開か
れた表彰式で表彰されました。式では上位10番組
だけが会場に招待され、その場で10位から順に発
表されていきます。
　「MY DEAR 神埼」は一昨年が全国で18位、昨
年が14位とあと一歩のところで表彰式会場まで行
くことができませんでしたが、今回は初めて出席す
るために上京。
　その時点では上位10番組に入ったということし
か知らされておらず、それだけで大満足！ 10位で
充分！と気楽に会場入りしたのですが、発表が始
まり、８位、７位、６位・・・となかなか「MY 
DEAR 神埼」が呼ばれません。
　残っている番組の数が減っていくにつれて、自分
の顔がどんどん固まっていくのがわかり心臓もバク
バクしてきます。５位の発表が終わった時点でス
タッフに「あと残ってるのはどこ？」と確認。「う
ち（MY DEAR 神埼）と北海道と熊本と東京（ジャー
ナリスト上杉隆さんの「ニューズ・オプ・エド」）の
４つです」と答えるスタッフの顔もこわばっています。
　ちなみに、今回大方の本命は昨年３位で過去も全
てトップ10入りしている熊本の番組、対抗が今勢
いのある北海道の番組、そして政治家やお笑いタレ
ントなど毎回大物ゲストが話題の上杉隆さんの番
組。この３つに混じって「MY DEAR 神埼」がま
だ残っているのですから、会場もざわつき始めます。
そして第４位は・・・・「ニューズ・オプ・エド！」
という声に会場からは「おぉ！」というため息とも
歓声ともつかない声が響きます。
　まさかのベスト３??「これは次こそ呼ばれるな」
と烏龍茶を一口飲み、立ち上がる準備。「続いて第
３位の発表です」正面のスクリーンと司会者の声に
全神経を集中…
　「第３位は…」次に飛び込んで来たスクリーンの
映像と司会者の声に体が震え次の瞬間椅子に頭を埋
め「ないない。ないない。。。」と口走っていました。
　そこに映しだされていたのは大方の大本命だった

熊本の番組。正直そ
の時点では喜びより
も、ただただ「これ
は大変なことになっ
た」と、困惑に近い
なんとも複雑な心境でした。結
果、「MY DEAR 神埼」は第２位！会場からの「お
めでとう！」という声を聞きながらステージに上が
る時には驚きと喜びで溢れそうになる涙を堪えるの
が精一杯でした。そんな私の涙腺が決壊したのがお
祝いに駆けつけてくれた神埼市のマスコット・キャ
ラクター「くねんニャン」の姿を見た時です。
　くねんニャンは会場でも大人気で、「MY DEAR 
神埼」の２位受賞と表彰式を盛り上げ、上杉隆さん
と一緒に写真を撮ったりと、しっかり神埼市をＰＲ
してくれていました。
　戻ってからの事は、テレビのニュースや新聞でご
覧頂いた通りです。松本市長にご報告した際は、市
長から嬉しくありがたい言葉も頂戴し、少しだけで
すが、今までお世話になった６年間の恩返しが出来
たかな？とホッとしています。
　最後になりましたが、今回「MY DEAR 神埼」が
全国で２位になれたのは、市役所の皆さん始め、神
埼小学校保護者会の皆さん、神埼市商工会青年部の
皆さん、西九州大学の皆さん、吉野ヶ里歴史公園の
職員の皆さん、佐賀桜マラソン盛り上げ隊の皆さん
など、神埼の皆さんが応援し投票してくださったお
かげです。
　そんな皆さんのためにも、さらに多くの方に楽し
んで頂き神埼に興味を持って頂けるような配信にな
るよう努力して行きます！引き続き「MY DEAR 神
埼」を応援、宜しくお願いします。

『MY DEAR 神埼』ナビゲーター
おのくみこ

第11回
「～緊張と感動と涙と笑顔の日～♡」

司法書士　すえなが総合事務所

その他気軽にご相談下さい（相談室あります）

火曜日は午後８時まで営業しています　末永博義

時間外についても、電話予約可
（サピエより南に１００ｍ）

営業時間：午前８時～午後６時　☎５２-２０７９

相続・売買・贈与・成年後見
多重債務・会社設立変更

◆ゆっくり・しっかり・楽しく学びたい初心者の方
　月額 12,000円（税別・１レッスン２時間、週１回×４）
◆「わからないところだけ教えて欲しい」経験者の方
　１回からレッスン可能です

上峰町坊所3231－1－1－201 上峰中から300ｍ 駐車場完備

予約制　まずお電話を！担当：飯田恵子

土・日・祝も営業
（不定休）0952－52－8110

パソコン個別指導　生徒さん募集

ケイアンドジェイぱそこん教室

一人一人に合った
ご指導をします
ので安心です！
楽しくアットホー
ムな教室です。

随　時
入会可

有
料
広
告

有
料
広
告
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★歓送迎会１２０分飲み放題プラン　４，０００円（税込）～
お気軽にご相談ください♪
阿城では「100％国産大豆」で作った大豆まるごとミートを取り
入れ、体に優しいヘルシーな中華料理をご用意しています。

〒842-0002　
神埼市神埼町田道ヶ里2275-8
TEL/FAX：0952（52）8042
HP：http://ajyo-soy.com

中華
料理阿城

シ
リ
ー
ズ 

25

シ
リ
ー
ズ
25

　

神
埼
市
内
に
は
同
じ
趣
味
を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま
り
、
技
術
の
向
上
や

交
流
の
輪
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
て
の
趣
味
や
生
活
の
充
実
と
、
仲
間
の

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
パ
ソ
コ
ン
同
好
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
に
神
埼
市
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
た
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
の
受
講

生
か
ら
「
教
室
終
了
後
も
続
け
た
い
」

と
の
希
望
が
あ
り
、
引
き
続
き
15
人
の

会
員
が
毎
月
２
回
、
火
曜
日
に
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
（
講
師
）
の
指
導
で
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
内

容
は
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
を
活
用
し

て
の
文
書
や
一
覧
表
の
作
成
、
写
真

の
画
像
処
理
な
ど
を
学
習
。
ま
た
、
昨

今
は
ネ
ッ
ト
社
会
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
の

情
報
の
伝
達
・
収
集
に
つ
い
て
も
学
ん

で
い
ま
す
。

　

年
末
が
近
づ
く
と
年
賀
状
を
作
成
。

連
絡
文
書
や
報
告
書
の
作
成
で
は
、
グ

ラ
フ
や
写
真
を
文
書
に
挿
入
す
る
方
法

な
ど
、
会
員
が
希
望
す
る
日
常
生
活
に

密
着
し
た
課
題
が
中
心
で
す
が
、
各
々

の
ス
キ
ル
に
応
じ
て
講
師
か
ら
課
題
が

出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
講
習
で

は
会
員
が
各
自
の
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し

ま
す
が
、
不
明
な
点
は
そ
れ
ぞ
れ
の
質

問
に
講
師
が
丁
寧
に
説
明
、
ス
テ
ッ
プ

ご
と
に
理
解
を
深
め
な
が
ら
学
習
を
進

め
ま
す
。

　

動
機
は
「
地
域
や
サ
ー
ク
ル
活
動
で
、

文
書
を
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
た
い
」「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
い
」
な
ど
、

日
々
の
生
活
の
中
で
情
報
化
社
会
を

積
極
的
に
生
き
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
「
考
え
る
こ
と
で
頭
の
活

性
化
に
な
る
」「
希
望
の
文
書
な
ど
を

作
成
す
る
こ
と
が
面
白
い
」
な
ど
、
パ

ソ
コ
ン
活
用
の
効
果
を
実
感
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
一
方
で
「
専
門
用

語
が
多
い
の
で
理
解
が
大
変
」「
帰
宅

後
に
復
習
す
る
と
、
学
習
し
た
こ
と
を

忘
れ
て
い
る
」
な
ど
の
苦
労
話
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
に
興
味
が
あ
る
人
は
、
一

度
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
同
好
会

◎問い合わせ

　栗原サエ子さん
　☎52-0687

有
料
広
告

有
料
広
告
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�

文
芸
コ
ー
ナ
ー

吉野ヶ里歴史公園から ◎問い合わせ
　吉野ヶ里公園管理センター
　☎55-9333

熱気球搭乗体験
○開催期間　
　３月12日（土）、13日（日）、19日（土）、20日（日）、

21日（月・祝）の５日間
○開催時間　午前９時～　　○定員　先着200人
○参加費　無料
※ただし、入場料は必要です。
　（子ども80円、15歳以上420円、65歳以上200円）
○場所　南のムラ

　吉野ヶ里遺跡は、国内最大規模の環壕集落です。しか
し、その広さ故に環壕全体を把握するのはなかなか難し
いです。空から見下ろすほかありません。しかも、吉野ヶ
里には「聖なる南北線」と呼ばれる北墳丘墓から北内郭
の主祭殿を通り、集落南部の祭壇、そして雲仙岳に続く
ラインがあります。これも地上からはイメージしにくい
のですが、バルーンに乗れば、それらが良くわかります。
また、現在お住まいの神埼市の様子もよく見えますので、
この機会にバルーンの搭乗体験に参加してみませんか。
※天候等により中止の場合があります。

俳
句　
〈
ひ
し
の
実
会
〉

残
雪
や
滿ま
ん

蒙も
う

時
代
蘇
る

�

藤
山  

初
次

煮
こ
ぼ
れ
の
魚
の
に
ほ
ひ
春
の
暮

�

牟
田
口
則
子

冬
咲
き
の
牡
丹
今
で
も
君
が
好
き

�

香
月
富
士
雄

春
近
し
待
た
れ
て
ゐ
た
る
山
の
幸

�

松
本  

都
子

タ
ン
ゴ
響
く
雪
の
ひ
と
日
の
始
ま
り
ぬ

�

田
原
ひ
よ
子

大
寒
の
硫
黄
匂
へ
る
極
楽
湯

�

畑
石　

勝
子

川
柳　
〈
あ
お
ば
会
〉

古
希
と
な
り
余
生
の
壁
に
す
き
ま
風

�

森
崎　

寛
次

九
年
庵
も
み
じ
一
枚
拾
い
ま
す

�

若
菜　

花
子

あ
の
噂
本
物
な
ら
ば
い
い
話

�

吉
村　

民
子

父
さ
ん
の
叙
勲
に
家
族
集
う
春

�

田
中　

雅
代

孫
の
爪
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
に
光
っ
て
る

�

眞
島　

壽
子

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
変
え
る
小
さ
な
冒
険
だ

�

佐
藤
久
仁
子

そ
よ
風
の
よ
う
に
普
通
に
愛
せ
た
ら

�

眞
島　

永
治

ぶ
ー
ぶ
ー
ぶ
も
う
す
ぐ
乳
歯
で
て
き
ま
す

�

古
川　

妙
子

短
歌
〈
神
埼
短
歌
会
〉

早
逝せ
つ

の
母
と
も
重
ね
慕
ひ
来
し

白
バ
ラ
抱い
だ

く
姉
の
つ
め
た
し

�

城
島　

孝
子

新
幹
線
の
車
窓
に
富
士
山
仰
ぎ
つ
つ

三
た
び
登
り
し
夫
を
偲
び
ぬ　
　

�

坂
井　

栄
子

和な

ぎ
わ
た
る
白
ひ
と
い
ろ
の
天あ

め

地つ
ち

に

余
世
た
し
か
に
私
の
鼓
動

�

中
原　
　

幸

早
す
ぎ
る
友
の
旅
立
ち
初
雪
に

孫
子
揃
ひ
て
野
辺
送
り
す
る

�

田
中　

と
代

わ
れ
の
指
し
か
と
握
り
て
ミ
ル
ク
飲
む

生
後
二
ヶ
月
曾ひ
い

孫ま
ご

の
麻ま

希き

�

前
山
ツ
タ
エ

ス
キ
ー
バ
ス
転
落
事
故
の
惨さ
ん

憺た
ん

さ

未
来
の
宝
十
四
の
生い
の
ち命

�

納
富　

茂
子

〈
千
代
田
〉

雛
壇
を
明
る
く
せ
む
と
女
の
孫
の

活
け
て
く
れ
た
る
庭
の
桃
の
木

�

石
田
千
津
代

熱気球からの
遺跡展望 のお知らせ
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